
高等部３年 Ⅱ課程　(産業コース）　国語科　年間指導計画

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）社会生活に係る人とのやり取りを通
して、言葉には、相手とのつながりをつくる
働きがあることに気付くことができる。（高2
段階ア（ア））
(思判表力)社会の中で関わる人の話などにつ
いて、話し手の目的や自分が聞きたいことの
中心を捉え、その内容を捉えることができ
る。（高2段階Ａ　ア）
(学･人)相手のことを考えて会話を進めたり、
メモを使い、お互いの言いたいことを伝え合
うことができる。（高２段階）

(知・技）人と人との信頼関係を作っていくた
めには言葉のやりとりと、その場に合った態
度が大切だと気付けている。

(思･判･表)会話の中で、話し手の目的や自分
の言いたいことを捉えようとしている。

(主学)相手のことを考えて会話を進めたり、
メモを使い、お互いの言いたいことを伝え合
おうとしている。

【評価資料】活動の様子、学習プリント

「会話する力を高めよ
う」
～信頼関係を作ろう～

・会話で気をつけることを知
り、練習する。
・うなずきや相づちを入れて
しっかり聞く。
・繰り返して確認し、メモを
取る。
・謝罪や断りの事例を参考に
して練習する。
・困ったときの対処を考え
る。
・コミュケーションツールを
知る。

(知及技）文章を音読したり、朗読したりする
ことができる。（高2段階ア（キ））
(思判表力)話の内容が明確になるように、話
の構成を考えることができる。（高2段階Ａ
ウ）
(学･人)詩の構成や表現の効果について考えな
がら情景を想像して音読できる。（高２段
階）

(知・技）文章を音読したり、朗読しようとし
ている。
(思･判･表)話の内容が明確になるように、話
の構成を考えようとしている。

(主学)詩の構成や表現の効果について考えな
がら情景を想像して音読している。

【評価資料】活動の様子、ワークシート、確
認テスト、朗読の発表

「詩を読もう」
～工夫して朗読しよう～
『雨ニモマケズ』

・漢字や語句の意味調べをす
る。
・繰り返し音読し、描かれて
いる情景を想像する。
・詩の形式や表現技法を確認
する。
・詩のリズムを生かして、工
夫して朗読する。
・詩について考えたことや感
想を交流する。

(知及技）日常でよく使われる敬語を理解し使うこ
とができる。(高2段階　ア（ｶ）)
(思判表力)相手に伝わるように、言葉の抑揚や強
弱、間の取り方などを工夫することができる。
（高２段階Ａ　エ）
(学･人)言葉がもつよさを認識するとともに、正し
い敬語を用いて伝え合うことができる。（高２段
階）

(知・技）日常でよく使われる敬語を理解し使うこ
とができている。
(思･判･表)正しい敬語を用いて、相手に伝わるよ
うに、言葉の抑揚や強弱、間の取り方などを工夫
して話そうとしている。
(主学)言葉がもつよさを認識するとともに、正し
い敬語を用いて伝え合おうとしている。

【評価資料】活動の様子、ワークシート、確認テ
スト

「敬語を使おう」
・敬語を使おう
・電話を利用しよう

・尊敬語、丁寧語について学習
し、状況に応じた敬語の言い方
に慣れる。
・実習の場面を想定し、電話の
かけ方について学習する。

(知及技）用紙全体との関係に注意して、文字
の大きさや配列などを決めて書くことができ
る。（高2段階　ウ（ウ）㋐）
(思判表力)目的や意図に応じて簡単に書いた
り詳しく書いたりするとともに、事実と感
想、意見とを区別して書いたりするなど、自
分の考えが伝わるように書き表し方を工夫す
ることができる。（高2段階Ｂ　ウ）
(学･人)目的や意図に応じて、自分の考えや必
要事項を書き表すことができる。（高２段
階）

(知・技）用紙全体との関係に注意して、文字
の大きさや配列などを決めて書こうとしてい
る。
(思･判･表)目的や意図に応じて簡単に書いた
り詳しく書いたりするとともに、事実と感
想、意見とを区別して書いたりするなど、自
分の考えが伝わるように書き表し方を工夫し
ようとしている。
(主学)目的や意図に応じて、自分の考えや必
要事項を書こうとしている。

【評価資料】活動の様子、ワークシート、履
歴書

「履歴書を書こう」
～重要文書の取り扱い方
～

・履歴書を書くときの注意事
項を知る。
・住所や学歴、趣味、特技な
ど事実を正確に書く。
・志望動機は、自己アピール
を入れて志望の理由を書く。
・文字の大きさや位置、行間
など効果的な配列を意識して
清書する。
・住民票や届け出などの書き
方を知る。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に親しんだり理解したりすることができ
るようにする。（高２段階）

(思判表力)筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を
高め、自分の思いや考えを広げることができるようにする。（高２段階）

(学･人)言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする態度を養う。
（高２段階）
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(知及技）日常的に読書に親しみ、読書が、自
分の考えを広げることに役立つことに気付く
ことができる。（我が国の言語文化　高2段階
ウ（エ））
(思判表力)文章を読んで理解したことに基づ
いて、自分の考えをまとめることができる。
（高2段階Ｃ　オ）
(学･人)文章を読んで理解したことに基づい
て、自分の考えを伝えることができる。（高
２段階）

(知・技）日常的に読書に親しみ、読書が、自
分の考えを広げることに役立つことに気付こ
うとしている。

(思･判･表)文章を読んで理解したことに基づ
いて、自分の考えをまとめよとしている。

(主学)文章を読んで理解したことに基づい
て、自分の考えを伝えようとしている。

【評価資料】活動の様子、ワークシート、確
認テスト、漢字テスト

「文学的な文章を読も
う」
～主人公の心情を考える
～
『少年の日の思い出』
「トロッコ」『走れメロ
ス』など

・漢字や語句の意味調べをす
る。
・段落の確認をする。
・段落に分けて音読する。
・地の文や会話文から情景や
主人公の心情を考える。
・主題に注目させ、自分の考
えをまとめる。

(知及技）生活に身近な方言や地域のことわざ
（黄金言葉）の意味について知り、郷土の言
語文化に親しむことができる。（高２段階：
ウ（ｱ））
(思判表力)相手に伝わるように、言葉の抑揚
や強弱、間の取り方などを工夫することがで
きる。（高２段階Ａ　エ）
(学･人)生活の中で身近に使われている言葉を
知り、使うことにより様々な表現に親しもう
とする。（高２段階）

(知・技）生活に身近な方言や黄金言葉を知
り、意味などをプリントにまとめることがで
きている。

(思･判･表)相手に伝わるように、言葉の抑揚
や強弱、間の取り方などを工夫しようとして
いる。
(主学)生活の中で身近に使われている言葉を
知り、使うことにより様々な表現に親しもう
としている。

【評価資料】
活動の様子、ワークシート

「方言に親しもう」
・方言カルタのをしよう
・黄金言葉を調べよう
・しまくとぅばを話そう

・方言カルタを通して、身近
な方言について知る。
・黄金言葉の意味について調
べ、理解する。
・しまくとぅばを使って、自
己紹介や体の名称等を表現し
方言に親しむ。

(知及技）情報と情報との関係付けの仕方を理
解し使うことができる。（高2段階：イ
（イ））
(思判表力)目的を意識して、文章と図表など
を結び付けるなどして、必要な情報を見付け
ることができる。（高2段階Ｃ　エ）
(学･人)将来の生活を意識して、必要な情報を
読み取ることができる。（高２段階）

(知・技）情報と情報との関係付けの仕方を理
解し使おうとしている。

(思･判･表)目的を意識して、文章と図表など
を結び付けるなどして、必要な情報を見付け
ようとしている。
(主学)将来の生活を意識して、必要な情報を
読み取ろうとしている。

【評価資料】活動の様子、ワークシート

「生活に必要な情報を読
み取ろう」
～領収書や説明書の見方
～

・実際の納品書、請求書、領
収書を見て、書類の役割を知
る。
・病院受診に必要な書類の書
き方を知る。（受付、問診
票、薬の説明書）
・漢字や言葉の意味を調べ
る。
・分かったことをまとめる。

(知及技）目的に応じて使用する筆記具を選
び、その特徴を生かして書くことができる。
（高2段階　ウ（ウ）㋑）
(思判表力)文章全体の構成が明確になってい
るかなど、文章に対する感想や意見を伝え合
い、自分の文章のよいところを見付けること
ができる。（高2段階Ｂ　　オ）
(学･人)手紙の決まりを守り、わかりやすく感
謝の気持ちを伝えることができる。（高２段
階）

(知・技）目的に応じて使用する筆記具を選
び、その特徴を生かして書こうとしている。

(思･判･表)文章全体の構成が明確になってい
るかなど、文章に対する感想や意見を伝え合
い、自分の文章のよいところを見付けようと
している。
(主学)手紙の決まりを守り、わかりやすく感
謝の気持ちを伝えようとしている。

【評価資料】活動の様子、下書き原稿、清書
手紙

「手紙を書こう」
～実習先へお礼状を書く
～

・手紙の書き方や注意事項を
知る。
・時候の挨拶を書く。
・お世話になった方へ出来事
を思いだし具体的に書く。
・相手を気づかう言葉や結び
の言葉、日付など必要な項目
を書く。
・用紙や筆を選び、余白や文
字の位置などを考えて見栄え
良く清書する。

(知及技）用紙全体との関係に注意して、文字
の大きさや配列などを決めて書くことができ
る。（高2段階　ウ（ウ）㋐）
(思判表力)目的や意図に応じて簡単に書いた
り詳しく書いたりするとともに、事実と感
想、意見とを区別して書いたりするなど、自
分の考えが伝わるように書き表し方を工夫す
ることができる。（高2段階Ｂ　ウ）
(学･人)目的や意図に応じて、自分の考えや必
要事項を書き表すことができる。（高２段
階）

(知・技）用紙全体との関係に注意して、文字
の大きさや配列などを決めて書こうとしてい
る。
(思･判･表)目的や意図に応じて簡単に書いた
り詳しく書いたりするとともに、事実と感
想、意見とを区別して書いたりするなど、自
分の考えが伝わるように書き表し方を工夫し
ようとしている。
(主学)目的や意図に応じて、自分の考えや必
要事項を書こうとしている。

【評価資料】活動の様子、ワークシート、履
歴書

「履歴書を書こう」②
～重要文書の取り扱い方
～

・履歴書を書くときの注意事
項を知る。
・住所や学歴、趣味、特技な
ど事実を正確に書く。
・志望動機は、自己アピール
を入れて志望の理由を書く。
・文字の大きさや位置、行間
など効果的な配列を意識して
清書する。
・住民票や届け出などの書き
方を知る。

(知及技）文と文との接続の関係、話や文章の
構成や種類について理解することができる。
（高2段階　ア（オ））
(思判表力)事実と感想、意見などとの関係を
叙述を基に押さえ、文章全体の構成を捉えて
要旨を把握することができる。（高2段階Ｃ
イ）
(学･人)随筆を読み、筆者の体験と感じたこと
を理解することができる。（高２段階）

(知・技）文と文との接続の関係、話や文章の
構成について理解しようとしている。

(思･判･表)事実と感想、意見などとの関係を
叙述を基に押さえ、文章全体の構成を捉えて
要旨を把握しようとしている。

(主学)随筆を読み、筆者の体験と感じたこと
を理解しようとしている。

【評価資料】活動の様子、ワークシート、確
認テスト

「随筆文に親しむ」
～筆者の物の見方や感じ
方を味わう～
『枕草子』『徒然草』

・筆者について理解する。
・語句の意味調べをする。
・段落を分ける。
・筆者の体験したことと感じ
たことを分けて整理する。
・筆者と自分を重ねず、筆者
の物の考え方や特徴に注目す
る。
・言葉の響きやリズムを味わ
い暗唱する。
・「春は」の冒頭から始め
て、季節感を表す文章を作
る。

(知及技）考えとそれらを支える理由や事例、
全体と中心など、情報と情報との関係につい
て理解することができる。（高２段階：イ
（ｱ））
(思判表力)段落相互の関係に着目しながら、
考えとそれらを支える理由や事例との関係な
どについて、叙述を基に捉えることができ
る。（高2段階Ｃ　イ）
(学･人)言葉の良さを認識し、幅広く新聞に親
しむことができる。（高２段階）

(知・技）考えとそれらを支える理由や事例、
全体と中心など、情報と情報との関係につい
て理解しようとしている。
(思･判･表)段落相互の関係に着目しながら、
考えとそれらを支える理由や事例との関係な
どについて、叙述を基に捉えようとしてい
る。

(主学)言葉の良さを認識し、幅広く新聞に親
しもうとしている。

「新聞を読もう」
・新聞記事を読もう
・NIEの活用

・新聞を読んで主題となる内
容を見つける。
・新聞を読んで感想をもち、
伝え合うことで、一人一人感
じ方に違いがあることに気づ
く。

総時数 105
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学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）社会の中で互いに協力しなが
ら、社会生活に必要な知識や技能を身に付
けることができる。（高２段階ア(ア)㋐）
(思判表力)社会生活の中で状況を的確に判
断し、国民としての権利及び義務、それに
伴う責任について考え、表現することがで
きる。（高２段階ア(ア)㋑）
(学･人)国民としての権利及び義務、それ
に伴う責任について学んだことを、生活に
活かそうとすることができる。（高２段階
ウ）

(知・技）社会の中で互いに協力しなが
ら、社会生活に必要な知識や技能を身に付
けることができた。
(思･判･表)社会生活の中で状況を的確に判
断し、国民としての権利及び義務、それに
伴う責任について考え、表現することがで
きた。
(主学)国民としての権利及び義務、それに
伴う責任について学んだことを、生活に活
かそうとすることができた。
【評価資料】活動の様子と感想発表、ワー
クシート記入の進捗で評価する。

くらしを支える社会のきま
りとしくみ
・国のきまりとしくみ
・地域きまりとしくみ
（4、5月）

・憲法の原則、三権分立
・国や地方公共団体のきまりと
しくみ、選挙について学ぶ。
・地域の行政機関の役割を調
べ、相談内容や用途に応じた窓
口を知る。

(知及技）社会生活を営む上で大切な法や
きまりに関わる学習活動を通して、社会の
慣習、生活に関係の深いきまりを身に付け
ることができる。（高２段階ア(イ)㋐）
(思判表力)社会の慣習、生活に関係の深い
法やきまりの意義と自分との関わりについ
て考え、表現することができる。（高２段
階ア(イ)㋑）
(学･人)学んだ知識を自分との関わりにつ
いて理解を深め、興味関心をもって学習活
動に取り組むことができる。（高２段階
ウ）

(知・技）社会生活を営む上で大切な法や
きまりに関わる学習活動を通して、社会の
慣習、生活に関係の深いきまりを身に付け
ることができた。
(思･判･表)社会の慣習、生活に関係の深い
法やきまりの意義と自分との関わりについ
て考え、表現することができた。
(主学)学んだ知識を自分との関わりについ
て理解を深め、興味関心をもって学習活動
に取り組むことができた。
【評価資料】活動の様子と感想発表、ワー
クシート記入の進捗で評価する。

くらしを支える社会のしく
み
・社会へのかかわり方
（6、7月）

・地域の首長と議員について学
ぶ。
・行政と選挙のしくみを知り、
選挙公報の単語の意味を確認し
ながら公約を理解し、候補者を
選ぶポイントを知る。
・模擬選挙を通して社会参加を
疑似体験する。

(知及技）公共施設の役割に関わる学習活
動を通して、地域における公共施設や公共
物の役割とその必要性を理解することがで
きる。（高２段階イ(ア)㋐）
(思判表力)地域における公共施設や公共物
の利用の仕方を調べ、適切な活用を考え、
表現すること。（高２段階イ(ア)㋑）
(学･人)制度に関わる学習活動を通して、
生活に関係の深い制度について調べ、その
活用を考え、表現することができる。（高
２段階ウ）

(知・技）公共施設の役割に関わる学習活
動を通して、地域における公共施設や公共
物の役割とその必要性を理解することがで
きた。
(思･判･表)地域における公共施設や公共物
の利用の仕方を調べ、適切な活用を考え、
表現することができた。
(主学)制度に関わる学習活動を通して、生
活に関係の深い制度について調べ、その活
用を考え、表現することができた。
【評価資料】活動の様子と感想発表、ワー
クシート記入の進捗で評価する。

くらしを支える社会のしく
み
・身近な公共機関の役割と
しくみ
・税と社会保障
（9、10月）

・金融機関や郵便局、警察署や
消防署、役場などの公共施設の
役割やその活用方法について調
べる。
・自分に関係する卒業後の相談
機関、支援機関について調べ
る。
・実際に利用する身近な公共施
設と支援機関の一覧表を作成す
る。

(知及技）社会生活を営む上で大切な法や
きまりに関わる学習活動を通して、社会の
慣習、生活に関係の深い法やきまりを理解
することができる。（高２段階ア(イ)㋐）
(思判表力)社会生活を営む上で大切な法や
きまりに関わる学習活動を通して、社会の
慣習、生活に関係の深い法やきまりの意義
と自分との関わりについて考え、表現する
ことができる。（高２段階ア(イ)㋑）
(学･人)制度に関わる学習活動を通して、
学んだ知識を生活に関連させ、活用しよう
とすることができる。（高２段階ウ）

(知・技）社会生活を営む上で大切な法や
きまりに関わる学習活動を通して、社会の
慣習、生活に関係の深い法やきまりを理解
することができた。
(思･判･表)社会生活を営む上で大切な法や
きまりに関わる学習活動を通して、社会の
慣習、生活に関係の深い法やきまりの意義
と自分との関わりについて考え、表現する
ことができた。
(主学)制度に関わる学習活動を通して、学
んだ知識を生活に関連させ、活用しようと
することができた。
【評価資料】活動の様子と感想発表、ワー
クシート記入の進捗で評価する。

働く人を守るきまりとしく
み
・はたらく人を守る法律
・はたらく人を守る制度
・労働環境の現状と課題
（11、12月）

・労働者を守る法律やしくみ、
関係機関の役割について確認す
る。
・労働問題の事例を動画で視聴
し、関連する法律をインター
ネットで調べワークシートにま
とめる。
・全国の最低賃金図表から都道
府県の賃金の違いや特徴を考察
する。
・ディーセントワークを基本と
して、問題の対処方法を考察す
る。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技)ア我が国の国土の様子と国民生活、自然環境の特色、先人の業績や優れた文化遺産、社会参加するためのきまり、公共施設の役割と制度、工業
の現状、産業と情報との関わり、外国の様子について、様々な資料や具体的な活動を通して、社会生活との関連を踏まえて理解するとともに、情報を適切
に調べまとめる技能を身に付けるようにする。(高２段階)
(思判表力)イ社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える力、自分の生活と結び付けて考える力、社会への関わり方を選択・判断する力、考え
たことや選択・判断したことを適切に表現する力を養う。(高２段階)
(学･人)ウ社会に主体的に関わろうとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考や理
解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚、我が国の国土に対する愛情、我が国の歴史や伝統を大切にして国を愛する心
情、我が国の産業の発展を願い我が国の将来を担う国民としての自覚や平和を願う日本人として世界の国々の人々と共に生きることの大切さについて
の自覚を養う。(高２段階)

1
学
期
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(知及技）社会の中で互いに協力しながら
社会生活に必要な知識や技能を身につける
とともに、社会の慣習、生活に関係の深い
法やきまりを理解することができる。（高
２段階ア（ア）（イ）㋐）
(思判表力)社会生活の中で状況を的確に判
断し、国民として権利及び義務それに伴う
責任について考えるとともに社会の慣習、
生活に関係の深い法やきまりの意義と自分
との関わりについて考え、表現することが
できる。（高２段階ア（ア）㋑(イ)㋑）
(学･人)学習活動で学んだ知識を、主体的
に自分の生活に活かそうとすることができ
る。（高２段階ウ）

(知・技）社会の中で互いに協力しながら
社会生活に必要な知識や技能を身につける
とともに、社会の慣習、生活に関係の深い
法やきまりを理解することができた。
(思･判･表)社会生活の中で状況を的確に判
断し、国民として権利及び義務それに伴う
責任について考えるとともに社会の慣習、
生活に関係の深い法やきまりの意義と自分
との関わりについて考え、表現することが
できた。
(主学)学習活動で学んだ知識を、主体的に
自分の生活に活かそうとすることができ
た。
【評価資料】活動の様子と感想発表、ワー
クシート記入の進捗で評価する。

くらしを支える社会のしく
み
・税金と公共サービス
（1、2月）

・身近なインフラや生活の中の
公共施設とサービスを調べる。
・税金と私たちの生活について
学習し、必要性や現状と課題に
ついて考察する。

(知及技）地域における公共施設や公共物
の役割とその必要性を理解するとともに、
生活に関係の深い制度について理解するこ
とができる。（高２段階イ(ア)㋐（イ）
㋐）
(思判表力)地域における公共施設や公共物
の利用の仕方を調べ、適切な活用を考える
とともに生活に関係の深い制度についても
調べ、その活用を考え、表現することがで
きる。（高２段階イ（ア）㋑(イ)㋑）
(学･人)学習活動で学んだ知識を、主体的
に自分の生活に活かそうとすることができ
る。（高２段階ウ）

(知・技）地域における公共施設や公共物
の役割とその必要性を理解するとともに、
生活に関係の深い制度について理解するこ
とができた。
(思･判･表)地域における公共施設や公共物
の利用の仕方を調べ、適切な活用を考える
とともに生活に関係の深い制度についても
調べ、その活用を考え、表現することがで
きた。
(主学)学習活動で学んだ知識を、主体的に
自分の生活に活かそうとすることができ
た。
【評価資料】活動の様子と感想発表、ワー
クシート記入の進捗で評価する。

いろいろな消費者問題
（2、3月）

・消費者トラブルの事例を知
る。
・まきこまれやすい犯罪を知
る。
・ロールプレイを通して消費者
問題を考える。
・消費者相談支援機関を知る。

総時数 35

３
学
期

9



高等部３年 Ⅱ課程　(産業コース)　数学科　年間指導計画

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）数量を表す言葉や□、△などの代わ
りにa、xなどの文字を用いて式に表したり、
文字に当てはめたり調べたりする技能を身に
付けることができる。(高２段階Ａオ(ア)㋐)
(思判表力)問題場面の数量の関係に着目し、
数量の関係を簡潔かつ一般的に表現したり、
式の意味を読み取ったりする態度を養うこと
ができる。(高２段階Ａオ(ア)㋐)
(学･人)数量について数学的に表現・処理した
ことを振り返り、多面的に捉え検討してより
よいものを求めて粘り強く考える態度、数学
のよさを実感し、学習したことを生活や学習
に活用しようとする態度を養うことができ
る。(高２段階Ａウ)

(知・技）数量を表す言葉や□、△などの代
わりにa、xなどの文字を用いて式に表した
り、文字に当てはめたり調べたりする技能を
身に付けることができた。
(思・判・表)問題場面の数量の関係に着目
し、数量の関係を簡潔かつ一般的に表現した
り、式の意味を読み取ったりすることができ
た。
(主学)数量について数学的に表現・処理した
ことを振り返えろうとしたり、数学のよさを
実感し、学習したことを生活や学習に活用す
ることができた。

【評価資料】学習活動の様子、プリントの進
捗、提出物、発表等で評価する。

数と計算「余暇の過ごし方
について」
（４月～５月）

・数量の大きさを，文字xを用いた式で
一般的に表すこと
・数量の関係を，文字x、yを用いた式で
一般的に表すこと

発展 文字を使った求積公式を見た数量
の関係の考察
・DVDレンタル時の料金表やカラオケ・
ボウリング等の娯楽施設の料金表の読み
取り、合計利用料を考える。
・家計簿のつけ方や計算方法を知って、
１ヶ月の模擬支出を考える。
・銀行の預金や引き出し方法、通帳の見
方などを学ぶ。
(乗法の結合法則、分配法則、四則混合
の式、□、△などを用いた式)

(知及技)体積の単位（立方センチメートル
（cm3）、立方メートル（m3））、立方体や直
方体、基本的な角柱及び円柱の体積の計算に
よる求め方について理解し、それらを活用す
る技能を身に付けることができる。(高２段階
Ｂエ(ア)㋐㋑㋒)
(思判表力)体積の単位や図形を構成する要素
に着目し、図形の体積の求め方を考えるとと
もに、体積の単位とこれまでに学習した単位
との関係を考察し、その表現を振り返り、簡
潔かつ的確な表現に高め、公式として導く力
を養うことができる。(高２段階Ｂエ(イ)㋐
㋑)
(学･人)図形や数量について数学的に表現・処
理したことを振り返り、多面的に捉え検討し
てよりよいものを求めて粘り強く考える態
度、数学のよさを実感し、学習したことを生
活や学習に活用しようとする態度を養うこと
ができる。(高２段階Ｂウ)

(知･技)体積の単位（立方センチメートル
（㎤）、立方メートル（㎥））、立方体や直
方体、基本的な角柱及び円柱の体積の計算に
よる求め方について理解し、それらを活用す
る技能を身に付けることができた。
(思･判･表)体積の単位や図形を構成する要素
に着目し、図形の体積の求め方を考えるとと
もに、体積の単位とこれまでに学習した単位
との関係を考察し、その表現を振り返り、簡
潔かつ的確な表現に高め、公式として導くこ
とができた。
(主学)図形や数量について数学的に表現・処
理したことを振り返り、多面的に捉え検討し
てよりよいものを求めて粘り強く考える態
度、数学のよさを実感し、学習したことを生
活や学習に活用することができた。

【評価資料】学習活動の様子、プリントの進
捗、提出物、発表等で評価する。

図形「体積について」
（６月）

・体積について知る
・立方体、直方体、角柱、円柱の体積の
求め方について知る。
(体積の単位、直方体の体積、立方体の
体積、角柱の体積、円柱の体積)
・体積の意味
・体積の単位「立方センチメートル、立
方メートル」と単位の相互関係
・直方体、立方体の体積公式とその適用
・複合図形の体積の求め方
・体積の単位と既習の単位との関係

・角柱、円柱の体積公式

(知及技）比例の意味や性質、比例の関係を用
いた問題解決の方法や反比例について理解
し、それらを活用する技能を身に付けること
ができる。(高２段階Ｃア(ア)㋐㋑㋒)
(思判表力)伴って変わる二つの数量を見いだ
して、それらの関係に着目し、目的に応じて
表や式、グラフを用いてそれらの関係を表現
して、変化や対応の特徴を見いだすととも
に、それらを日常生活に生かす態度を養うこ
とができる。(高２段階Ｃア(イ)㋐)
(学･人)数量について数学的に表現・処理した
ことを振り返り、多面的に捉え検討してより
よいものを求めて粘り強く考える態度、数学
のよさを実感し、学習したことを生活や学習
に活用しようとする態度を養う。(高２段階Ｃ
ウ)

(知・技)比例の意味や性質、比例の関係を用
いた問題解決の方法について理解し、それら
を活用する技能を身に付けることができた。
(思･判･表)伴って変わる二つの数量を見いだ
して、それらの関係に着目し、目的に応じて
表や式、グラフを用いてそれらの関係を表現
して、変化や対応の特徴を見いだすととも
に、それらを日常生活に生かすことができ
た。
(主学)数量について数学的に表現・処理した
ことを振り返りろうとしたり、数学のよさに
気付き学習したことを生活や学習に活用する
ことができた。

【評価資料】学習活動の様子、プリントの進
捗、提出物、発表等で評価する。

変化と関係「生活のなかの
時間や時刻について」
（７月）

・比の意味と表し方
・比の値の意味と表し方
・等しい比の意味と調べ方
・比の相等関係とその活用，比例配分
・時間や時刻を意識して、校外への余暇
活動の計画を立てる。
・校外実習で働いた時間を求める。実際
に働く時間や期間について考える。
(時間の単位、時刻・時間の計算、伴っ
て変わる２つの数量の関係、単位量あた
りの大きさ、速さ)
・比例の関係を，文字x y を使って式に
表すこと
・表を使った比例関係の考察
・比例のグラフの理解
・比例関係に着目した問題
・反比例の意味，性質
・反比例の式，表，グラフ

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）整数の性質、分数の意味、文字を用いた式及び、平面図形の縮小や拡大の意味、立体図形の体積、比例や反比例の関係、伴って変わる二つの数量の関
係、データの特徴の読み取り方法について理解するとともに、それらの問題解決における用い方についての技能を身に付けるようにする。（高２段階）
(思判表力)数とその表現や計算の意味、図形を構成する要素や図形間の関係、伴って変わる二つの数量の関係、目的に応じて収集したデータの特徴や傾向に着目
して、それらを簡潔かつ的確な表現に高めたり、それらを用いた問題解決の仕方を考察したり、解決の過程や結果を批判的に捉え考察したりする力を養う。（高
２段階）
(学･人)数量や図形、データの活用について数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度、数学のよ
さを実感し学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。(高２段階)

1
学
期
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(知及技）整数の除法の結果は分数を用いると
常に一つの数で表すことができること、一つ
の分数の分子及び分母に同じ数を乗除してで
きる分数は、元の分数と同じ大きさを表すこ
とについて理解するとともに、それらを活用
して異分母の分数の加減や乗除の計算ができ
る技能を身に付けることができる。(高２段階
Ａイ(ア)㋑㋒、Ａウ(ア)㋐、Ａエ(ア)㋑)
(思判表力)数を構成する単位や分数の意味や
表現、計算について成り立つ性質に着目し、
数の相当や大小関係、計算の仕方を多面的に
捉え考える力を養うことができる。(高２段階
Ａイ(イ)㋐㋑、Ａウ(イ)㋐、Ａエ(イ)㋐)
(学･人)数量について数学的に表現・処理した
ことを振り返り、多面的に捉え検討してより
よいものを求めて粘り強く考える態度、数学
のよさを実感し、学習したことを生活や学習
に活用しようとする態度を養うことができ
る。(高２段階Ａウ)

(知･技）整数の除法の結果は分数を用いると
常に一つの数で表すことができること、一つ
の分数の分子及び分母に同じ数を乗除してで
きる分数は、元の分数と同じ大きさを表すこ
とについて理解するとともに、それらを活用
して異分母の分数の加減や乗除の計算ができ
る技能を身に付けることができた。
(思･判･表)数を構成する単位や分数の意味や
表現、計算について成り立つ性質に着目し、
数の相当や大小関係、計算の仕方を多面的に
捉え考えることができた。
(主学)数量について数学的に表現・処理した
ことを振り返りろうとしたり、数学のよさを
実感し、学習したことを生活や学習に活用す
ることができた。

【評価資料】学習活動の様子、プリントの進
捗、提出物、発表等で評価する。

数と計算「生産・販売に関
わるお金について」
（９月～１０月）

・通分の意味とその方法
・約分の意味とその方法
・異分母分数の加法，減法の計算
・分数と小数の混じった加減計算
・時間の分数表示
・レシートの見方を学ぶ。
・商品の原価と価格について知り、利益
の計算や原価率について考える。
・決められた個数の製品を作るためのコ
ストや納期までの計画について考える。
(整数の乗法、整数の除法の意味、小数
倍、簡単な分数の加法・減法、同分母分
数の加減、分数と小数、整数の関係)
・分数に整数をかけることの意味と計算
の仕方
・分数を整数でわることの意味と計算の
仕方
・分数をかけることの意味と計算の仕方
・真分数をかけるときの積と被乗数の関
係
・分数についても公式や計算法則が成り
立つこと
・逆数の意味
・分数でわることの意味と計算の仕方
・真分数でわるときの商と被除数の関係
・３口の分数の乗除混合計算の仕方
・分数，小数，整数の混じった乗除計算
の仕方
・分数の乗除計算の立式についての理解
の深化（作問）

(知及技）縮図や拡大図、対象な図形や身の回
りにある形について、その概形を理解し、そ
れらの面積を求めたり、その求め方を活用す
る技能を身に付けることができる。(高２段階
Ｂア(ア)㋐㋑、イ(ア)㋐)
(思判表力)図形を構成する要素や性質に着目
し、構成の仕方を考察したり、図形の性質を
見いだしたり、筋道を立てて面積などの求め
方を考えたりするとともに、その性質を基に
既習の図形に捉え直したり、日常生活に生か
そうとする態度を養うことができる。(高２段
階Ｂア(イ)㋐、Ｂイ(イ)㋐)
(学･人)図形や数量について数学的に表現・処
理したことを振り返り、多面的に捉え検討し
てよりよいものを求めて粘り強く考える態
度、数学のよさを実感し、学習したことを生
活や学習に活用しようとする態度を養うこと
ができる。(高２段階Ｂウ)

(知・技）縮図や拡大図、対象な図形や身の
回りにある形について、その概形を理解し、
それらの面積を求めたり、その求め方を活用
する技能を身に付けることができた。
(思・判・表))図形を構成する要素や性質に
着目し、構成の仕方を考察したり、図形の性
質を見いだしたり、筋道を立てて面積などの
求め方を考えたりするとともに、その性質を
基に既習の図形に捉え直したり、日常生活に
生かすことができた。
(主学)図形や数量について数学的に表現・処
理したことを振り返り、多面的に捉え検討し
てよりよいものを求めて粘り強く考えようと
したり、数学のよさを実感し、学習したこと
を生活や学習に活用することができた。
【評価資料】学習活動の様子、プリントの進
捗、提出物、発表等で評価する。

図形「間取りについて」
「目的地までの距離につい
て」
（11月～12月）

・拡大図，縮図の意味と性質（対応する
辺の長さや角の大きさ）
・拡大図，縮図のかき方
・縮図の利用
・長さや重さ、広さの単位を知って、身
近なものの量を表す。
・様々な計器や計算を行い、実際の長さ
や重さ、広さを求める。
・自分の家の間取りを知る。
・実物と模型で拡大・縮小について考え
る。
(長さの単位、重さの単位、適切な単位
と計器の選択、正三角形、二等辺三角
形、平行四辺形、台形、ひし形、面積の
単位、長方形、正方形の面積)
・概形を基本図形でとらえた面積，体積
の概測

(知及技）整数は、観点を決めると偶数と奇数
に類別されること、約数や倍数を理解しそれ
らを活用する技能を身に付けることができ
る。(高２段階Ａア(ア)㋐)
(思判表力)乗法及び除法に着目し、観点を決
めて整数を類別する仕方を考えたり、数の構
成について考察したりするとともに、日常生
活に生かす力を養うことができる。(高２段階
Ａア(ア)㋐)
(学･人)数量について数学的に表現・処理した
ことを振り返り、多面的に捉え検討してより
よいものを求めて粘り強く考える態度、数学
のよさを実感し、学習したことを生活や学習
に活用しようとする態度を養うことができ
る。(高２段階Ａウ)

(知･技）整数は、観点を決めると偶数と奇数
に類別されること、約数や倍数を理解しそれ
らを活用する技能を身に付けることができ
た。
(思･判･表)乗法及び除法に着目し、観点を決
めて整数を類別する仕方を考えたり、数の構
成について考察したりするとともに、日常生
活に生かすことができた。
(主学)数量について数学的に表現・処理した
ことを振り返り、検討してよりよいものを求
めて粘り強く考えたり、数学のよさを実感
し、学習したことを生活や学習に活用するこ
とができた。

【評価資料】学習活動の様子、プリントの進
捗、提出物、発表等で評価する。

数と計算「消費税や割引に
ついて」
（１月～２月）

・偶数，奇数の意味とその類別
・倍数，公倍数，最小公倍数の意味とそ
の見つけ方
※「プログラミングを体験しよう」への
誘導あり
・約数，公約数，最大公約数の意味とそ
の見つけ方
・消費税や割引について知る。
・合計金額から消費税がいくらか考え
る。
・クーポン券を活用すると大体いくらに
なるか考える。
・予算内で商品購入の計画を立てる。
(1億までの数、概数、概算、小数の加
法・減法、小数の乗法)

(知及技)代表値の意味や求め方、度数分布表
や柱状グラフの特徴及び用い方を理解すし、
目的に応じてデータを収集したり、適切な手
法を選択したりするなど、統計的な問題解決
の方法を理解し、それらを活用する技能を身
に付けることができる。(高２段階Ｄア(ア)㋐
㋑㋒)
(思判表力)目的に応じてデータを集めて分類
整理し、データの特徴や傾向に着目し、代表
値などを用いて問題の結論について判断する
とともに、その妥当性について批判的に考察
する力を養うことができる。(高１段階Ｄア
(イ)㋐)
(学･人)データの活用について数学的に表現・
処理したことを振り返り、多面的に捉え検討
してよりよいものを求めて粘り強く考える態
度、数学のよさを実感し学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養うことが
できる。(高２段階Ｄウ)

(知･技)代表値の意味や求め方、度数分布表
や柱状グラフの特徴及び用い方を理解すし、
目的に応じてデータを収集したり、適切な手
法を選択したりするなど、統計的な問題解決
の方法を理解し、それらを活用する技能を身
に付けることができた。
(思･判･表)目的に応じてデータを集めて分類
整理し、データの特徴や傾向に着目し、代表
値などを用いて問題の結論について判断する
とともに、その妥当性について批判的に考察
することができた。
(主学)データの活用について数学的に表現・
処理したことを振り返ろうとしたり、数学の
よさを実感し、学習したことを生活や学習に
活用することができた。

【評価資料】学習活動の様子、プリントの進
捗、提出物、発表等で評価する。

データの活用「いろいろな
手続きについて」
（２月～３月）

・代表値としての平均
・資料を度数分布表に整理すること
・最頻値
・柱状グラフを読んだりかいたりするこ
と
・中央値
・統計的な問題解決の方法
・いろいろなグラフの特徴，読み方
・携帯の契約方法についてプラン別に考
える。
・宅配便やゆうパック等の利用方法につ
いて知り、利用料を比較する。
・電気、ガス、水道などの公共設備の料
金設定について考える。
(表や棒グラフ、二次元の表、円グラ
フ、帯グラフ)

総時数 105

３
学
期

27

2
学
期

42



高等部　３年Ⅱ課程（産業コース）　理科　年間指導計画

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

（知及技）人の体のつくりと働きについて
理解するとともに、観察、実験などに関す
る初歩的な技能を身につけることができ
る。（高2段階Ａア(ア)）
（思判表力）人の体のつくりと働きについ
て調べる中で、体のつくりと働きについ
て、より妥当な考えをつくりだし、表現す
ることができる。（高2段階Ａア(イ)）
（学・人）人の体のつくりと働きについて
学んだことを、様々な生活場面に当てはめ
て考えたり、行動することができる。（高
2段階ウ）

(知・技）人の体のつくりと働きについて
理解しようとしているとともに、観察、実
験などに関する初歩的な技能を身につける
ことができた。
(思･判･表)人の体のつくりと働きについて
調べる中で、体のつくりと働きについて、
より妥当な考えをつくりだし、表現するこ
とができた。
(主学)人の体のつくりと働きについて学ん
だことを、様々な生活場面に当てはめて考
えたり、行動しようとすることができた。
【評価資料】活動の様子や課題への取り組
みを評価する。

「人の体のつくりと働き」
(４、５月)
・呼吸
・消化、吸収
・血液循環
・主な臓器の働き

・人や動物の体について学ぶ。
（人体模型を用いて、場所と名前を覚え
る。）

(知及技）生物は、周囲の生物や環境と関
わって生きていることや、人は環境と関わ
り、工夫して生活していることを理解する
とともに、観察、実験などに関する初歩的
な技能を身につけることができる。（高2
段階Ａイ(ア)）
(思判表力)生物と環境との関わりについ
て、より妥当な考えをつくりだし、表現す
ることができる。（高2段階Ａイ(イ)）
(学･人)生物と環境について学んだこと
を、様々な生活場面に当てはめて考えよう
としたり、行動しようとしたりすることが
できる。（高2段階ウ）

(知・技）生物は、周囲の生物や環境と関
わって生きていることや、人は環境と関わ
り、工夫して生活していることを理解しよ
うとしているとともに、観察、実験などに
関する初歩的な技能を身につけることがで
きた。
(思･判･表)生物と環境との関わりについ
て、より妥当な考えをつくりだし、表現す
ることができた。
(主学)生物と環境について学んだことを、
様々な生活場面に当てはめて考えようとし
たり、行動しようとすることができた。
【評価資料】活動の様子や課題への取り組
みを評価する。

「生物と環境」
(６、７月)
・生物と水、空気との関わ
り
・食べものによる生物の関
係
・人と環境
・沖縄の自然環境

・生物のくらしと環境について学ぶ。
（人を中心に他の生物との関わりを確認
する。）
・微生物の観察をする。
・沖縄の自然について調べよう。

(知及技)月の形の見え方は、太陽と月との
位置関係によって変わることを理解すると
ともに、観察、実験などに関する初歩的な
技能を身につけることができる。(高２段
階Ｂイ(ア))
(思判表力)月の形の見え方について調べる
中で、月の位置や形と太陽の位置との関係
について、より妥当な考えをつくりだし、
表現することができる。（高２段階Ｂイ
(イ)）
(学･人)月の形の見え方について学んだこ
とを、様々な生活場面に当てはめて考えよ
うとしたり、行動しようとしたりすること
ができる。（高２段階ウ）

(知・技）月の形の見え方は、太陽と月と
の位置関係によって変わることを理解しよ
うとしているとともに、観察、実験などに
関する初歩的な技能を身につけることがで
きた。
(思･判･表)月の形の見え方について調べる
中で、月の位置や形と太陽の位置との関係
について、より妥当な考えをつくりだし、
表現することができた。
(主学)月の形の見え方について学んだこと
を、様々な生活場面に当てはめて考えよう
としたり、行動しようとすることができ
た。
【評価資料】活動の様子や課題への取り組
みを評価する。

「月と太陽」
(９、１０月)
・月の位置や形と太陽の位
置

・月の形と太陽について学ぶ。
（模型を用いて、月の見え方を確認す
る）

(知及技)植物体が燃えるときには、空気中
の酸素が使われて二酸化炭素ができること
を理解するとともに、観察、実験などに関
する初歩的な技能を身につけることができ
る。(高２段階Ｃア(ア))
(思判表力)燃焼の仕組みについて調べる中
で、物が燃えたときの空気の変化につい
て、より妥当な考えをつくりだし、表現す
ることができる。（高２段階Ｃア(イ)）
(学･人)燃焼の仕組みについて学んだこと
を、様々な生活場面に当てはめて考えよう
としたり、行動しようとしたりすることが
できる。（高２段階ウ）

(知・技）植物体が燃えるときには、空気
中の酸素が使われて二酸化炭素ができるこ
とを理解しようとしているとともに、観
察、実験などに関する初歩的な技能を身に
つけることができた。
(思･判･表)燃焼の仕組みについて調べる中
で、物が燃えたときの空気の変化につい
て、より妥当な考えをつくりだし、表現す
ることができた。
(主学)燃焼の仕組みについて学んだこと
を、様々な生活場面に当てはめて考えよう
としたり、行動しようとすることができ
た。
【評価資料】活動の様子や課題への取り組
みを評価する。

「燃焼の仕組み」
(１１、１２月)

・物の燃え方と空気について学ぶ。

3
学
期

9

(知及技)てこの原理とは、支点・力点・作
用点の3つの要素で成り立っていることや
身の回りには、てこの原理を利用した道具
があることを理解するとともに、観察、実
験などに関する初歩的な技能を身につける
ことができる。(高２段階Ｃウ(ア))
(思判表力)力を加える位置や力の大きさの
関係について、より妥当な考えをつくりだ
し、表現することができる。（高２段階Ｃ
ウ(イ)）
(学･人)てこの原理について学んだこと
を、様々な生活場面に当てはめて考えよう
としたり、行動しようとしたりすることが
できる。（高２段階ウ）

(知・技）てこの原理とは、支点・力点・
作用点の3つの要素で成り立っていること
や身の回りには、てこの原理を利用した道
具があることを理解しようとしているとと
もに、観察、実験などに関する初歩的な技
能を身につけることができた。
(思･判･表)力を加える位置や力の大きさの
関係について、より妥当な考えをつくりだ
し、表現することができた。
(主学)てこの原理について学んだことを、
様々な生活場面に当てはめて考えようとし
たり、行動しようとすることができた。
【評価資料】活動の様子や課題への取り組
みを評価する。

「てこの原理」
(１～３月)
・てこのつり合いの原理
・てこの利用

・てこの仕組みと働きについて学ぶ。
（重い砂袋をてこで持ち上げる。てこを
利用した道具を使ってみる。）

総時
数

35

12
1
学
期

14

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）自然の事物・現象についての基本的な理解を図り、観察、実験などに関する初歩的な技能を身につけることができる。（高２段階）

(思判表力)観察、実験などを行い、解決の方法を考える力とより妥当な考えをつくりだす力を身につけることができる。（高２段階）

(学･人)自然を愛する心情を養うとともに、学んだことを主体的に生活に生かそうとする態度を養う。（高２段階）

２
学
期
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高等部３年Ⅱ課程 （ 産業コース ）　音楽科　年間指導計画

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）曲想や音楽の構造と身体の動き
との関わりについて理解することができ
る。(高２段階Aエ（ｲ）㋑）
(思判表力)身体表現についての知識や技能
を得たり生かしたりしながら、身体表現を
創意工夫できる。(高２段階Aエ（ア）)
(学･人)主体的・協働的に身体表現に取り
組み、音楽によって生活を明るく豊かなも
のにしていく態度を養うことができる。
(高２段階ウ)

(知・技）曲想や音楽の構造と身体の動き
との関わりについて理解できた。
(思･判･表)身体表現についての知識や技
能を得たり生かしたりしながら、身体表
現の創意工夫ができた。
(主学)主体的・協働的に身体表現に取り
組み、音楽によって生活を明るく豊かな
ものにできた。
【評価資料】活動・実技の様子と感想発
表、振り返りシートで評価する。

身体表現「リズムアンサンブルを
演奏しよう」
（４～５月）

・複数の音符を用いたリズム打ちや音
符の理解について学習する。
・リズムに合わせてカップを使った表
現をする。

(知及技）声の音色や響き及び言葉の特性
と発声との関わりについて理解できる。
(高２段階Aア（イ）㋑）
(思判表力)歌唱表現についての知識や技能
を得たり生かしたりしながら、歌唱表現を
創意工夫できる。(高２段階Aア（ア））
(学･人)主体的・協働的に歌唱表現に取り
組み、音楽によって生活を明るく豊かなも
のにしていく態度を養うことができる。
(高２段階ウ)

(知･技）声の音色や響き及び言葉の特性
と発声との関わりについて理解できた。
(思･判･表)歌唱表現について知識や技能
を得たり生かしたりしながら、歌唱表現
の創意工夫ができた。
(主学)主体的・協働的に歌唱表現に取り
組み、音楽によって生活を明るく豊かな
ものにできた。
【評価資料】活動・実技の様子と感想発
表、振り返りシートで評価する。

歌唱「平和について考えよう」
（５～６月）

・歌詞の理解や演奏と歌唱、鑑賞のマ
ナーについて学習する。

(知及技）創意工夫を生かした表現で演奏
するために必要な奏法、身体の使い方など
の技能を身に付けることができる。
(高２段階Aイ（ウ）㋐）
(思判表力)器楽表現についての知識や技能
を得たり生かしたりしながら、器楽表現を
創意工夫できる。(高２段階Aイ（ア）)
(学･人)主体的・協働的に器楽表現に取り
組み、音楽によって生活を明るく豊かなも
のにしていく態度を養うことができる。
(高２段階ウ)

(知･技）創意工夫を生かした表現で演奏
するために必要な奏法、身体の使い方な
どの技能を身に付けることができた。
(思･判･表)器楽表現についての知識や技
能を得たり生かしたりしながら、器楽表
現の創意工夫ができた。
(主学)主体的・協働的に歌唱表現に取り
組み、音楽によって生活を明るく豊かな
ものにできた。
【評価資料】活動・実技の様子と感想発
表、振り返りシートで評価する。

器楽「器楽合奏に挑戦しよう」
（５～７月）

・楽器演奏体験をする。（楽器の名
称、楽器の特徴）
・奏法について学習する。（個人練
習、パート練習、合奏）
・指揮の注視について学ぶ。

(知及技）音楽の特徴とその背景となる文
化や歴史などとの関わりについて理解でき
る。(高２段階Bア（イ)㋑）
(思判表力)鑑賞についての知識を得たり生
かしたりしながら、曲や演奏のよさなどに
ついて自分なりに考え、曲全体を味わって
聴くことができる。(高２段階Bア（ア）)
(学･人)主体的・協働的に鑑賞の学習に取
り組み、音楽によって生活を明るく豊かな
ものにしていく態度を養うことができる。
(高２段階ウ)

(知･技）音楽の特徴とその背景となる文
化や歴史などとの関わりについて理解で
きた。
(思･判･表)鑑賞についての知識を得たり
生かしたりしながら、曲や演奏のよさな
どについて自分なりに考え、曲全体を味
わって聴くことができた。
(主学)主体的・協働的に鑑賞の学習に取
り組み、音楽によって生活を明るく豊か
なものにできた。
【評価資料】学習・実技の様子と感想発
表、振り返しシートで評価する。

鑑賞「特徴を捉えて聴こう」
(５～６月）

・クラシックや宗教音楽、民族音楽な
ど色々なジャンルの曲を鑑賞する。

(知及技）創意工夫を生かした表現で演奏
するために必要な奏法、身体の使い方など
の技能を身に付けることができる。(高２
段階Aイ（ウ)㋐）
(思判表力)器楽表現についての知識や技能
を得たり生かしたりしながら、器楽表現を
創意工夫できる。(高２段階A（イ）㋐)
(学･人)主体的・協働的に器楽表現に取り
組み、音楽によって生活を明るく豊かなも
のにしていく態度を養うことができる。
(高２段階ウ)

(知･技）創意工夫を生かした表現で演奏
するために必要な奏法、身体の使い方な
どの技能を身に付けることができた。
(思･判･表)器楽表現についての知識や技
能を得たり生かしたりしながら、器楽表
現を創意工夫することができた。
(主学)主体的・協働的に歌唱表現に取り
組み、音楽によって生活を明るく豊かな
ものにできた。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

器楽「器楽合奏を楽しもう」
（９～11月）

・楽器演奏体験をする。（楽器の名
称、楽器の特徴）
・奏法について学習する。（個人練
習、パート練習、合奏）
・指揮の注視について

(知及技）創意工夫を生かした表現で旋律
や音楽をつくるために必要な，課題や条件
に沿った音の選択や組合せなどの技能を身
に付けること。(高２段階Aウ（ｳ））
(思判表力)創作表現についての知識や技能
を得たり生かしたりしながら，創作表現を
創意工夫すること。(高２段階Aウ（ア））
(学･人)主体的・協働的に創作の学習に取
り組み、音楽によって生活を明るく豊かな
ものにしていく態度を養うことができる。
(高２段階ウ)

(知･技）創意工夫を生かした表現で旋律
や音楽をつくるために必要な，課題や条
件に沿った音の選択や組合せなどの技能
を身に付けようとしている。
(思･判･表)創作表現についての知識や技
能を得たり生かしたりしながら，創作表
現を創意工夫しようとしている。
(主学)主体的・協働的に創作の学習に取
り組み、音楽によって生活を明るく豊か
なものにしようとしている。
【評価資料】学習の様子と感想発表、振
り返しシートで評価する。

創作「曲作りに挑戦しよう」
（11月～12月）

・音楽創作アプリ等を使用し、旋律及
び
伴奏、リズムパートの創作を行う。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）曲想と音楽の構造などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必
要な歌唱、器楽、創作、身体表現の技能を身に付けるようにする。（高２段階）
(思判表力)音楽表現を創意工夫することや、音楽を自分なりに評価しながらよさや美しさを味わって聴くことができるようにする。（高
２段階）
(学･人)主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽文化に親しむとともに、音
楽によって生活を明るく豊かなものにしていく態度を養う。（高２段階）
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(知及技）創意工夫を生かし、全体の響き
や各声部の声などを聴きながら、他者と合
わせて歌う技能を身に付けることができ
る。(高２段階Aア（ウ）㋑)
(思判表力)歌唱表現についての知識や技能
を得たり生かしたりしながら、歌唱表現を
創意工夫できる。(高２段階Aア（ア)）
(学･人)主体的・協働的に歌唱表現に取り
組み、音楽によって生活を明るく豊かなも
のにしていく態度を養うことができる。
(高２段階ウ)

(知･技）創意工夫を生かした表現で歌う
ために必要な発声、言葉の発音、身体の
使い方などの技能を身に付けることがで
きた。
(思･判･表)歌唱表現について知識や技能
を得たり生かしたりしながら、歌唱表現
を創意工夫できた。
(主学)主体的・協働的に歌唱表現に取り
組み、音楽によって生活を明るく豊かな
ものにすることができた。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

歌唱「気持ちを込めて歌おう」
（１～３月）

・発声練習、歌詞の理解、強弱記号の
理解と意識をする。

(知及技）音楽の特徴とその背景となる文
化や歴史などとの関わりについて理解でき
る。(高２段階Bア（イ)㋑）
(思判表力)鑑賞についての知識を得たり生
かしたりしながら、曲や演奏のよさなどに
ついて自分なりに考え、曲全体を味わって
聴くことができる。(高２段階Bア（ア）)
(学･人)主体的・協働的に鑑賞の学習に取
り組み、音楽によって生活を明るく豊かな
ものにしていく態度を養うことができる。
(高２段階ウ)

(知･技）音楽の特徴とその背景となる文
化や歴史などとの関わりについて理解で
きた。
(思･判･表)鑑賞についての知識を得たり
生かしたりしながら、曲や演奏のよさな
どについて自分なりに考え、曲全体を味
わって聴くことができた。
(主学)主体的・協働的に鑑賞の学習に取
り組み、音楽によって生活を明るく豊か
なものにすることができた。
【評価資料】学習の様子と感想発表、振
り返しシートで評価する。

鑑賞「曲の特徴について発表して
みよう」
（２～３月）

・クラシックや宗教音楽、民族音楽な
ど色々なジャンルの曲を鑑賞する。
・生徒同士で感じたこと等を話し合う
場面を設定し、曲の特徴についてグ
ループ毎に説明する。

総時数 70

３
学
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高等部３年Ⅱ課程（ 産業コース ）　美術科　年間指導計画

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）形や色彩、材料や光などの働きを理解するこ
とができる。(高２段階 共(ア))

(思判表力)対象や事象を深く見つめ感じ取ったことや
考えたこと、伝えたり使ったりする目的や条件などを
基に主題を生み出し、創造的な構成を工夫し、心豊か
に表現する構成を練ることができる。(高２段階
A(ア))

(学･人）主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜
びを味わい、美術を愛好する心情を深め、心豊かな生
活を創造していく態度を養うことができる。(高2段階)

(知・技）形や色彩、材料や光などの働きを理解するこ
とができた。

(思・判・表)対象や事象を深く見つめ感じ取ったこと
や考えたこと、伝えたり使ったりする目的や条件など
を基に主題を生み出し、創造的な構成を工夫し、心豊
かに表現する構成を練ることができた。

(主学)主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜び
を味わい、美術を愛好する心情を深め、心豊かな生活
を創造していく態度を養うことができた。

【評価資料】活動の様子と作品、発表、振り返りシー
トで評価する。

○「自己紹介ネームカー
ド」
（４月～５月）

・自己紹介カード制作する。
・制作した作品の発表をする。
・制作した作品の鑑賞をする。

(知及技）材料や用具の特性の生かし方などを身に付
け、意図に応じて表現方法を追求し、自分らしさを発
揮して表すことができる。(高２段階 A(イ))

(思判表力)生活や社会の中のよさや美しさを感じ取
り、美術についての見方や感じ方を深めることができ
る。(高２段階 B(イ))

(学･人)主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜び
を味わい、美術を愛好する心情を深め、心豊かな生活
を創造していく態度を養うことができる。(高2段階)

(知・技）材料や用具の特性の生かし方などを身に付
け、意図に応じて表現方法を追求し、自分らしさを発
揮して表すことができた。

(思・判・表)生活や社会の中のよさや美しさを感じ取
り、美術についての見方や感じ方を深めることができ
た。

(主学)主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜び
を味わい、美術を愛好する心情を深め、心豊かな生活
を創造していく態度を養うことができた。

【評価資料】活動の様子と作品、発表、振り返りシー
トで評価する。

○「夏野菜でエコバックデ
ザイン」
（６月）

・エコバックの制作をする。
・制作した作品の発表をする。
・制作した作品の鑑賞をする。

(知及技）形や色彩、材料や光などの働きを理解するこ
とができる。(高２段階 共(ア))

(思判表力)造形的な特徴などから全体のイメージで捉
えることを理解し、見方や感じ方を深めることができ
る。(高２段階 共(イ))

(学･人)主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜び
を味わい、美術を愛好する心情を深め、心豊かな生活
を創造していく態度を養うことができる。(高2段階)

(知・技）形や色彩、材料や光などの働きを理解するこ
とができた。

(思・判・表)造形的な特徴などから全体のイメージで
捉えることを理解し、見方や感じ方を深めることがで
きた。

(主学)主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜び
を味わい、美術を愛好する心情を深め、心豊かな生活
を創造していく態度を養うことができた。

【評価資料】活動の様子と作品、発表、振り返りシー
トで評価する。

○「オリジナルシーサー」
（７月）

・シーサーの色付けをする。
・制作した作品の発表をする。
・制作した作品の鑑賞をする。

(知及技）材料や用具の特性の生かし方などを身に付
け、意図に応じて表現方法を追求し、自分らしさを発
揮して表すことができる。(高２段階 A(イ))

(思判表力)美術作品などの造形的なよさや美しさを感
じとり、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫など
について考えるなどして、見方や感じ方を深めること
ができる。(高２段階 B(ア))

(学･人)主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜び
を味わい、美術を愛好する心情を深め、心豊かな生活
を創造していく態度を養うことができる。(高2段階)

(知・技）材料や用具の特性の生かし方などを身に付
け、意図に応じて表現方法を追求し、自分らしさを発
揮して表すことができた。

(思･判･表)美術作品などの造形的なよさや美しさを感
じとり、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫など
について考えるなどして、見方や感じ方を深めること
ができた。

(主学)主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜び
を味わい、美術を愛好する心情を深め、心豊かな生活
を創造していく態度を養うことができた。

【評価資料】活動の様子と作品、発表、振り返りシー
トで評価する。

○「スチレン版画でメッ
セージカードづくり」
（９月～１０月）

・何回も刷ることのできる版のよ
さを知ることができる。
・制作した作品の発表をする。
・制作した作品の鑑賞をする。

(知及技）形や色彩、材料や光などの働きを理解するこ
とができる。(高２段階 共(ア))

(思判表力)生活や社会の中のよさや美しさを感じ取
り、美術についての見方や感じ方を深めることができ
る。(高２段階 B(イ))

(学･人)主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜び
を味わい、美術を愛好する心情を深め、心豊かな生活
を創造していく態度を養うことができる。(高2段階)

(知･技）形や色彩、材料や光などの働きを理解するこ
とができた。

(思･判･表)生活や社会の中のよさや美しさを感じ取
り、美術についての見方や感じ方を深めることができ
た。

(主学)主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜び
を味わい、美術を愛好する心情を深め、心豊かな生活
を創造していく態度を養うことができた。

【評価資料】活動の様子と作品、発表、振り返りシー
トで評価する。

○「クリスマスカード」
「クリスマスリース」
（１１月～１２月）

・クリスマスカード・リースにつ
いて学ぶ。
・カード・リースの制作をする。
・制作したカード・リースの鑑賞
をする。
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目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）造形的な視点について理解するとともに、意図に応じて自分の表現方法を追求して創造的に表すことができるようにする。(高2段階)
(思判表力) 造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工夫などについて考え、主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり、美術や美術文化などに対する見方や感じ方を
深めたりすることができるようにする。(高2段階)
(学･人) 主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を深め、心豊かな生活を創造していく態度を養う。(高2段階)

令和７年度

単位数
／配当時

数
児童生徒 担当者
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(知及技）対象や事象を見つめ感じ取ったことを表現で
きるような鑑賞方法を身に付ける。(高2段階)

(思判表力)美術や文化遺産などのよさや美しさを感じ
取り、美術文化について考えるなどして、見方や感じ
方を深めることができる。(高2段階Ｂ（イ）)

(学･人)主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜び
を味わい、美術を愛好する心情を深め、心豊かな生活
を創造していく態度を養うことができる。(高2段階)

(知･技）対象や事象を見つめ感じ取ったことを表現で
きるような鑑賞方法を身に付けることができた。

(思･判･表)美術や文化遺産などのよさや美しさを感じ
取り、美術文化について考えるなどして、見方や感じ
方を深めることができた。

(主学)主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜び
を味わい、美術を愛好する心情を深め、心豊かな生活
を創造していく態度を養うことができた。

【評価資料】活動の様子と作品、発表、振り返りシー
トで評価する。

○「鑑賞」
（１月）

・各名画について学ぶ。
　ゴッホ
　ルノアール
　モネ
　ダヴィンチ
　シャガール

(知及技）材料や用具の特性の生かし方などを身に付
け、意図に応じて表現方法を追求し、自分らしさを発
揮して表すことができる。(高２段階ア(イ))

(思判表力)対象や事象を深く見つめ感じ取ったことや
考えたこと、伝えたり使ったりする目的や条件などを
基に主題を生み出し、創造的な構成を工夫し、心豊か
に表現する構成を練ることができる。(高２段階
A(ア))

(学･人)主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜び
を味わい、美術を愛好する心情を深め、心豊かな生活
を創造していく態度を養うことができる。(高2段階)

(知・技）材料や用具の特性の生かし方などを身に付
け、意図に応じて表現方法を追求し、自分らしさを発
揮して表すことができた。

(思・判・表)対象や事象を深く見つめ感じ取ったこと
や考えたこと、伝えたり使ったりする目的や条件など
を基に主題を生み出し、創造的な構成を工夫し、心豊
かに表現する構成を練ることができた。

(主学)主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜び
を味わい、美術を愛好する心情を深め、心豊かな生活
を創造していく態度を養うことができた。

【評価資料】活動の様子と作品、発表、振り返りシー
トで評価する。

○「紙粘土くだもの」
（２月～３月）

・紙粘土を使ってくだものを制作
する。
・制作した作品の発表をする。
・制作した作品の鑑賞をする。

総時
数

70

３
学
期

18



高等部３年Ⅱ課程　( 産業コース ）保健体育科（体育）　年間指導計画

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）体ほぐしの運動や体の動きを高
める運動を通して、体を動かす楽しさや
心地よさを深く味わい、その行い方や方
法の理解を深めるとともに、仲間と自主
的に関わったり、動きを持続する能力など
を高める運動をしたりするとともに、それ
らを組み合わせることができる。(高２段
階Ａア）
(思判表力)体ほぐしの運動や体の動きを
高める運動についての自他の課題を発
見し、よりよい解決のために仲間と思考し
判断したことを、目的や状況に応じて他
者に伝えることができる。(高２段階Ａイ）
(学･人)体ほぐしの運動や体の動きを高
める運動の多様な経験を通して、きまりを
守り、自己の役割を果たし仲間と協力し
たり、場や用具の安全を確保したりし、見
通しをもって自主的に運動をすることが
できる。(高２段階Ａウ）

(知･技）体ほぐしの運動や体の動きを高
める運動を通して、体を動かす楽しさや心
地よさを深く味わい、その行い方や方法
の理解を深めるとともに、仲間と自主的に
関わったり、動きを持続する能力などを高
める運動をしたりするとともに、それらを
組み合わせることができた。
(思･判･表)体ほぐしの運動や体の動きを
高める運動についての自他の課題を発見
し、よりよい解決のために仲間と思考し判
断したことを、目的や状況に応じて他者に
伝えることができた。
(主学)体ほぐしの運動や体の動きを高め
る運動の多様な経験を通して、きまりを守
り、自己の役割を果たし仲間と協力した
り、場や用具の安全を確保したりし、見通
しをもって自主的に運動をすることができ
た。

【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシートで評価する。

「体つくり運動」
（4月～3月）
・集団行動
・ラジオ体操
・新体力テスト
・特体連ダンス

・いろいろな手軽な運動やリズミカルな
運動を行う。
・特体連ダンスやラジオ体操や地域で親
しまれている曲に合わせてダンスを行
う。
・体の柔らかさ、巧みな動き、力強い動
き、動きを持続する能力を高めることを
ねらいとして行われる運動を行う。

(知及技）水泳の楽しさや喜びを深く味わ
い、その特性に応じた技能の理解を深め
るとともに、目的に応じた泳法を身に付け
ることができる。(高２段階Ｄア）
(思判表力)水泳についての自他の課題
を発見し、よりよい解決のために仲間と
思考し判断したことを、目的や状況に応じ
て他者に伝えることができる。(高２段階
Ｄイ）
(学･人)水泳の多様な経験を通して、きま
りやルール、マナーなどを守り、自己の役
割を果たし仲間と協力したり、場や用具
の安全を確保したりし、見通しをもって自
主的に運動をすることができる。(高２段
階Ｄウ）

(知･技）水泳の楽しさや喜びを深く味わ
い、その特性に応じた技能の理解を深め
るとともに、目的に応じた泳法を身に付け
ることができた。
(思･判･表)水泳についての自他の課題を
発見し、よりよい解決のために仲間と思考
し判断したことを、目的や状況に応じて他
者に伝えることができた。
(主学)水泳の多様な経験を通して、きまり
やルール、マナーなどを守り、自己の役割
を果たし仲間と協力したり、場や用具の安
全を確保したりし、見通しをもって自主的
に運動することができた。

【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシートで評価する。

「水泳」
（６，７月）
・クロール
・平泳ぎ
・スタート
・ターン

・手や足の動きと呼吸のタイミングを合
わせられるようゆっくりとした動きで行
う。
・生徒の体力や技能に応じてスタート、
ターンの練習を行う。

(知及技）器械運動の楽しさや喜びを深く
味わい、その特性に応じた技能の理解を
深めるとともに、目的に応じた技を身に付
け、演技することができる。(高２段階Ｂ
ア）
(思判表力)器械運動についての自他の
課題を発見し、よりよい解決のために仲
間と思考し判断したことを、目的や状況に
応じて他者に伝えることができる。(高２
段階Ｂイ）
(学･人)器械運動の多様な経験を通し
て、きまりやルール、マナーなどを守り、自
己の役割を果たし仲間と協力したり、場
や器械・器具の安全を確保したりし、見通
しをもって自主的に運動をすることがで
きる。　　(高２段階Ｂウ）

(知･技）器械運動の楽しさや喜びを深く
味わい、その特性に応じた技能の理解を
深めるとともに、目的に応じた技を身に付
け、演技することができた。
(思･判･表)器械運動についての自他の
課題を発見し、よりよい解決のために仲
間と思考し判断したことを、目的や状況に
応じて他者に伝えることができた。
(主学)器械運動の多様な経験を通して、
きまりやルール、マナーなどを守り、自己
の役割を果たし仲間と協力したり、場や器
械・器具の安全を確保したりし、見通しを
もって自主的に運動をすることができた。

【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシートで評価する。

「器械運動」
（９月）
・マット運動
・跳び箱運動
・トランポリン

・一連の動きを滑らかに、バランスよく姿
勢を保ちながら行い、基本的な技を身
に付ける。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）各種の運動の楽しさや喜びを深く味わい、その特性に応じた技能等や心身の発育・発達、個人生活及び社会生活に必要
な健康・安全に関する事柄などの理解を深めるとともに、目的に応じた技能を身に付けるようにする。（高２段階）
(思判表力)各種の運動や健康・安全な生活を営むための自他の課題を発見し、よりよい解決のために仲間と思考し判断したこと
を、目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。（高２段階）
(学･人)各種の運動における多様な経験を通して、きまりやルール、マナーなどを守り、自己の役割を果たし仲間と協力したり、場や
用具の安全を確保したりし、生涯にわたって運動に親しむ態度を養う。また、健康・安全に留意し、健康の保持増進と回復に自主的
に取り組む態度を養う。（高２段階）

1
学
期

24
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(知及技）武道の楽しさや喜びを深く味わ
い、その特性に応じた技能の理解を深め
るとともに、基本動作や基本となる技を用
いて、相手の動きの変化に応じた攻防を
展開することができる。(高２段階Ｆア）
(思判表力)武道についての自他の課題
を発見し、よりよい解決のために仲間と
思考し判断したことを、目的や状況に応じ
て他者に伝えることができる。(高２段階Ｆ
イ）
(学･人)武道の多様な経験を通して、きま
りや伝統的な行動の仕方を守り、自己の
役割を果たし仲間と協力したり、場や用
具の安全を確保したりし、見通しをもって
自主的に運動をすることができる。(高２
段階Ｆウ）

(知･技）武道の楽しさや喜びを深く味わ
い、その特性に応じた技能の理解を深め
るとともに、基本動作や基本となる技を用
いて、相手の動きの変化に応じた攻防を
展開することができた。
(思･判･表)武道についての自他の課題を
発見し、よりよい解決のために仲間と思考
し判断したことを、目的や状況に応じて他
者に伝えることができた。
(主学)武道の多様な経験を通して、きまり
や伝統的な行動の仕方を守り、自己の役
割を果たし仲間と協力したり、場や用具の
安全を確保したりし、見通しをもって自主
的に運動をすることができた。

【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシートで評価する。

「武道」
（1０月）
・空手

・基本動作を中心に取り組み、普及型
Ⅰ、Ⅱに挑戦する。

(知及技）陸上競技の楽しさや喜びを深く
味わい、その特性に応じた技能の理解を
深めるとともに、目的に応じた技能を身に
付けることができる。(高２段階Ｃア）
(思判表力)陸上競技についての自他の
課題を発見し、よりよい解決のために仲
間と思考し判断したことを、目的や状況に
応じて他者に伝えることができる。(高２
段階Ｃイ）
(学･人)陸上競技の多様な経験を通し
て、きまりやルール、マナーなどを守り、自
己の役割を果たし仲間と協力したり、場
や用具の安全を確保したりし、見通しを
もって自主的に運動をすることができる。
(高２段階Ｃウ）

(知･技）陸上競技の楽しさや喜びを深く
味わい、その特性に応じた技能の理解を
深めるとともに、目的に応じた技能を身に
付けることができた。
(思･判･表)陸上競技についての自他の
課題を発見し、よりよい解決のために仲
間と思考し判断したことを、目的や状況に
応じて他者に伝えることができた。
(主学)陸上競技の多様な経験を通して、
きまりやルール、マナーなどを守り、自己
の役割を果たし仲間と協力したり、場や用
具の安全を確保したりし、見通しをもって
自主的に運動をすることができた。

【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシートで評価する。

「陸上競技」
（11、１２、１月）
・短距離走
・長距離走
・リレー

・短距離走・リレーでは、自己の最大ス
ピードを高めたり、バトンの受渡しでタ
イミングを合わせたりして、個人やチー
ムのタイムを短縮したり、競走する。
・長距離走では、自己の体力や技能の
程度に合ったペースを維持して走る。

(知及技）ダンスの楽しさや喜びを深く味
わい、その行い方の理解を深めるととも
に、目的に応じた技能を身に付け、表現
や踊りを通した交流や発表をすることが
できる。(高２段階Ｇア）
(思判表力)ダンスについての自他の課題
を発見し、よりよい解決のために仲間と
思考し判断したことを、目的や状況に応じ
て他者に伝えることができる。(高２段階
Ｇイ）
(学･人)ダンスの多様な経験を通して、一
人一人の表現や役割を認め助け合った
り、場や用具の安全を確保したりし、見通
しをもって自主的に運動をすることがで
きる。(高２段階Ｇウ）

(知･技）ダンスの楽しさや喜びを深く味わ
い、その行い方の理解を深めるとともに、
目的に応じた技能を身に付け、表現や踊
りを通した交流や発表をすることができ
た。
(思･判･表)ダンスについての自他の課題
を発見し、よりよい解決のために仲間と思
考し判断したことを、目的や状況に応じて
他者に伝えることができた。
(主学)ダンスの多様な経験を通して、一
人一人の表現や役割を認め助け合った
り、場や用具の安全を確保したりし、見通
しをもって自主的に運動をすることができ
た。

【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシートで評価する。

「ダンス」
（1月）
・創作ダンス
・現代的なリズムのダンス

・リズムに乗って全身で自由に弾んで踊
ること。
・簡単なリズムの取り方や動きで、音楽
のリズムに同調したり、体幹部を中心と
したシンプルに弾む動きをしたりして自
由に踊ること。
・リズムの取り方や動きの連続のさせ方
を組み合わせて、動きに変化を付けて
踊ること

(知及技）球技の楽しさや喜びを深く味わ
い、その特性に応じた技能の理解を深め
るとともに、目的に応じた技能を身に付
け、ゲームを行うことができる。(高２段階
Ｅア）
(思判表力)球技についての自他の課題
を発見し、よりよい解決のために仲間と
思考し判断したことを、目的や状況に応じ
て他者に伝えることができる。(高２段階Ｅ
イ）
(学･人)球技の多様な経験を通して、きま
りやルール、マナーなどを守り、自己の役
割を果たし仲間と協力したり、場や用具
の安全を確保したりし、見通しをもって自
主的に運動をすることができる。(高２段
階Ｅウ）

(知･技）球技の楽しさや喜びを深く味わ
い、その特性に応じた技能の理解を深め
るとともに、目的に応じた技能を身に付
け、ゲームを行うことができた。
(思･判･表)球技についての自他の課題を
発見し、よりよい解決のために仲間と思考
し判断したことを、目的や状況に応じて他
者に伝えることができた。
(主学)球技の多様な経験を通して、きまり
やルール、マナーなどを守り、自己の役割
を果たし仲間と協力したり、場や用具の安
全を確保したりし、見通しをもって自主的
に運動をすることができた。

【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシートで評価する。

「球技」
（2、3月）
・バスケットボール
・バレーボール
・卓球
・バドミントン
・ボッチャ
・フライングディスク

・簡易化したルールで行う。
・将来の余暇活動にも結びつく種目を
積極的に取り入れる。
・生徒の実態に応じて、各種目のきまり
やルールのついての学習を行う。

(知及技）運動やスポーツの多様性、効果
と学び方、安全な行い方及び文化として
のスポーツの意義に関する基礎的な知識
を身に付けることができる。(高２段階Ｈ
ア）
(思判表力)運動やスポーツの多様性、効
果と学び方、安全な行い方及び文化とし
てのスポーツの意義についての課題を発
見し、よりよい解決のために仲間と思考し
判断したことを、目的や状況に応じて他
者に伝えることができる。(高２段階Ｈイ）
(学･人)運動やスポーツの多様性、効果
と学び方、安全な行い方及び文化として
のスポーツの意義についての学習に自主
的に取り組むことができる。(高２段階Ｈ
ウ）

(知･技）運動やスポーツの多様性、効果と
学び方、安全な行い方及び文化としての
スポーツの意義に関する基礎的な知識を
身に付けることができた。
(思･判･表)運動やスポーツの多様性、効
果と学び方、安全な行い方及び文化とし
てのスポーツの意義についての課題を発
見し、よりよい解決のために仲間と思考し
判断したことを、目的や状況に応じて他者
に伝えることができた。
(主学)運動やスポーツの多様性、効果と
学び方、安全な行い方及び文化としての
スポーツの意義についての学習に自主的
に取り組むことができた。

【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシートで評価する。

「体育理論」
（4月～3月）
・運動やスポーツの多様
性
・効果と学び方
・安全な行い方
・文化としてのスポーツの
意義

・運動やスポーツに関する歴史や捉え
方、関わり方、文化や社会性、安全の確
保等について理解する。

総時数 70

2
学
期

28

３
学
期

18



高等部３年（Ⅱ課程 産業コース ）保健体育科（保健）　年間指導計画
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(知及技）心身の発育・発達、傷害の防止
及び疾病の予防等の理解を深めるととも
に、健康で安全な個人生活及び社会生活
を営むための目的に応じた技能を身に付
けることができる。(高２段階Ｉア）
(思判表力)健康・安全に関わる自他の課
題を発見し、よりよい解決のために仲間
と思考し判断したことを、目的や状況に応
じて他者に伝えることができる。(高２段
階Ｉイ）
(学･人)健康・安全についての学習に自
主的に取り組むことができる。(高２段階
ウ)

(知･技）心身の発育・発達、傷害の防止及
び疾病の予防等の理解を深めるととも
に、健康で安全な個人生活及び社会生活
を営むための目的に応じた技能を身に付
けることができた。
(思･判･表)健康・安全に関わる自他の課
題を発見し、よりよい解決のために仲間と
思考し判断したことを、目的や状況に応じ
て他者に伝えることができた。
(主学)健康・安全についての学習に自主
的に取り組むことができた。

【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシートで評価する。

「保健」
（４～７月）
「交通事故や自然災害な
どによる傷害発生要因」
「交通事故などによる傷害
の防止」

単元３「応急手当の意義と
実際」

・人的要因や環境要因などの関わりによ
る傷害の発生
・安全な行動、環境の改善による傷害の
予防
・自動車の特性
・車両や道路、気象条件の状況に応じた
安全な行動
・自動車事故での加害責任、保険加入

・AEDの使用を含む心肺蘇生法
・止血、患部の保護や固定
・事故場面での応急処置

２
学
期

14

(知及技）心身の発育・発達、傷害の防止
及び疾病の予防等の理解を深めるととも
に、健康で安全な個人生活及び社会生活
を営むための目的に応じた技能を身に付
けることができる。(高２段階Ｉア）
(思判表力)健康・安全に関わる自他の課
題を発見し、よりよい解決のために仲間
と思考し判断したことを、目的や状況に応
じて他者に伝えることができる。(高２段
階Ｉイ）
(学･人)健康・安全についての学習に自
主的に取り組むことができる。(高２段階
ウ)

(知･技）心身の発育・発達、傷害の防止及
び疾病の予防等の理解を深めるととも
に、健康で安全な個人生活及び社会生活
を営むための目的に応じた技能を身に付
けることができた。
(思･判･表)健康・安全に関わる自他の課
題を発見し、よりよい解決のために仲間と
思考し判断したことを、目的や状況に応じ
て他者に伝えることができた。
(主学)健康・安全についての学習に自主
的に取り組むことができた。

【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシートで評価する。

「保健」
（９～１２月）
「欲求やストレスへの対処
と心の健康」

「喫煙、飲酒、薬物乱用と
健康」

・精神と身体の相互影響
・欲求やストレスの心身への影響と適切
な対処
・ストレスへの対処の方法

・心身への様々な影響
・健康を損なう原因
・個人の心理状態や人間関係、社会環
境などの要因に「たいする適切な対処
・薬物乱用による影響
・医療用薬品の扱い、オーバードーズ等

３
学
期

9

(知及技）心身の発育・発達、傷害の防止
及び疾病の予防等の理解を深めるととも
に、健康で安全な個人生活及び社会生活
を営むための目的に応じた技能を身に付
けることができる。(高２段階Ｉア）
(思判表力)健康・安全に関わる自他の課
題を発見し、よりよい解決のために仲間
と思考し判断したことを、目的や状況に応
じて他者に伝えることができる。(高２段
階Ｉイ）
(学･人)健康・安全についての学習に自
主的に取り組むことができる。(高２段階
ウ)

(知･技）心身の発育・発達、傷害の防止及
び疾病の予防等の理解を深めるととも
に、健康で安全な個人生活及び社会生活
を営むための目的に応じた技能を身に付
けることができた。
(思･判･表)健康・安全に関わる自他の課
題を発見し、よりよい解決のために仲間と
思考し判断したことを、目的や状況に応じ
て他者に伝えることができた。
(主学)健康・安全についての学習に自主
的に取り組むことができた。

【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシートで評価する。

「保健」
（１～３月）
「生活に伴う廃棄物」

「健康を守る社会の取り組
み」

・ゴミの分別
・生活廃棄物のリサイクル
・SDGs
・廃棄物の衛生的管理

・健康の保持増進
・予防接種や健康診断
・医薬品の正しい使用

総時数 35

令和7年度

単位数
／配当時数 児童生徒 担当者

1/35 高等部３年Ⅱ課程（産業コース）

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）各種の運動の楽しさや喜びを深く味わい、その特性に応じた技能等や心身の発育・発達、個人生活及び社会生活に必要な
健康・安全に関する事柄などの理解を深めるとともに、目的に応じた技能を身に付けるようにする。（高２段階）
(思判表力)各種の運動や健康・安全な生活を営むための自他の課題を発見し、よりよい解決のために仲間と思考し判断したことを、
目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。（高２段階）
(学･人)各種の運動における多様な経験を通して、きまりやルール、マナーなどを守り、自己の役割を果たし仲間と協力したり、場や
用具の安全を確保したりし、生涯にわたって運動に親しむ態度を養う。また、健康・安全に留意し、健康の保持増進と回復に自主的に
取り組む態度を養う。（高２段階）



学
期

時
数

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）勤労の意義について理解を深めるこ
とができる。（高２段階Aア(ア)）
(思判表力）目標を持って取り組み、その成果
や自分と他者との役割及び他者との協力につ
いて考え、表現することができる。(高２段階A
ア(イ))
(学･人)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこと
ができる。　(高２段階Aア(ウ))

(知・技）勤労の意義について理解を深めるこ
とができた。
(思･判･表)目標を持って取り組み、その成果
や自分と他者との役割及び他者との協力につ
いて考え、表現することができた。
(主学)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこと
ができた。

【評価資料】活動内容の様子、振り返りシート
で評価する。

○オリエンテーション
　　（4月）
　・授業の目標と活動
　　内容について
○「自分のこと」（4月）
　④生活スケジュール
　⑤卒業後の進路先
　⑥やりたいこと、夢、
　　職業

・授業の目標や活動内容につい
て知り、学習の見通しを持つ。
・学校生活が社会生活と関連し
ていることを理解し、スケジュー
ル管理や休日の過ごし方につい
て課題を設定し、改善方法を考
え実践する。
・卒業後の進路選択のしかたを
理解し、実践する。
・就労に向けたドリームマップを
作成する。

(知及技）職業生活に必要とされる実践的な知
識を深め技能を身に付けることができる。（高２
段階Aイ(ア)㋐）
（思判表力）作業や実習において、自ら適切な
役割を見いだすとともに、自分の成長や課題に
ついて考え、表現することができる。（高２段階
Aイ（イ）㋐）
(学･人)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこと
ができる。　(高２段階Aア(ウ))

(知・技）職業生活に必要とされる実践的な知
識を深め技能を身に付けることができた。
(思・判・表)作業や実習において、自ら適切な
役割を見いだすとともに、自分の成長や課題
について考え、表現することができた。
(主学)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこと
ができた。

【評価資料】
学習や活動の状況およびワークシート等の記
述内容に基づいて評価

○「着こなし講座」
○「身だしなみ講座」
○「金融教育講座」
（５・７月）

・「洋服の青山」のスタッフによる
着こなし講座を受講するとともに
実践を行う。
・「資生堂」のスタッフによる身だ
しなみ講座を受講するとともに
実践を行い、身だしなみについ
て理解する。
・外部講師による講話を聞き、ラ
イフプランについて知り、将来設
計を行う。
・ワークシートを活用して講義内
容の振り返りやまとめを行う。

(知及技）職業生活に必要とされる実践的な知
識を深め、技能を身に付けることができる。（高
２段階Aイ(ア)㋐）
(思判表力）職業生活に必要な健康管理や余暇
の過ごし方の工夫について考えることができ
る。(高２段階Aイ(イ)㋓)
(学･人)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこと
ができる。　(高２段階Aア(ウ))

(知・技）職業生活に必要とされる実践的な知
識を深め、技能を身に付けることができた。
(思･判･表)職業生活に必要な健康管理や余
暇の過ごし方の工夫について考えることがで
きた。
(主学)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこと
ができた。

【評価資料】活動内容の様子、振り返りシート
で評価する。

〇「働くこと」(5月)
　⑨給与や待遇
　⑪仕事に対する心構
え
○「働くために必要な
　　こと」（5月）
　⑰面接（事前挨拶）
　⑱実習に行く前に
　⑲実習中の生活

・最低賃金や雇用時間、雇用条
件、福利厚生について理解す
る。
・自分に合った情緒の安定の方
法や意欲を維持する方法を理解
する。
・面接の基礎知識や質問応対の
仕方について理解し、実践する。
・目標、実習内容、実習先の情
報、通勤方法、持ち物、日誌の書
き方について理解する。
・実習中の日課、健康管理、通勤
中のトラブル対処の方法等を理
解し、実践する。

(知及技）職業など卒業後の進路に必要となる
ことについて理解を深めることができる。(高２
段階Cア)
(思判表力）産業現場等における実習で課題の
解決について考えたことを表現することができ
る。(高２段階Cイ）
(学･人)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこと
ができる。　(高２段階Aア(ウ))

(知・技）職業など卒業後の進路に必要となる
ことについて理解を深めることができた。
(思･判･表)産業現場等における実習で課題
の解決について考えたことを表現することが
できた。
(主学)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこと
ができた。

【評価資料】実習日誌、活動内容の様子、振り
返りシートで評価する。

○「働くこと」
　　（5月～6月）
　⑪仕事に対する心構
　　え
○「働くために必要な
　　こと」（6月～7月）
　⑲実習中の生活
　㉑事後学習と報告会
　⑳作業工程の理解
　　　（技能検定）

・自分に合った情緒の安定の方
法や意欲を維持する方法を実践
する。
・実習中の日課、健康管理、通
勤中のトラブル対処の方法等を
理解し、実践する。
・実習を振り返り、自己の成長や
課題、改善策について考え、発
表する。
・メンテナンス部門（自在ほうき
・モップ・机ふき）　の技能につい
て理解し、工夫・実践する。

（知及技）情報セキュリティ及び情報モラルにつ
いて理解するとともに、表現、記録、計算、通信
等に係るコンピュータ等の情報機器について、
その特性や機能を理解し、目的に応じて適切に
操作することができる。（高２段階Bア）
(思判表力)情報セキュリティ及び情報モラルを
踏まえ、コンピュータ等の情報機器を扱い、収
集した情報をまとめ、考えたことについて適切
に表現することができる。（高２段階Bイ）
(学･人)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこと
ができる。　(高２段階Aア(ウ))

（知･技）情報セキュリティ及び情報モラルにつ
いて理解するとともに、表現、記録、計算、通
信等に係るコンピュータ等の情報機器につい
て、その特性や機能を理解し、目的に応じて
適切に操作することができた。
(思･判･表)情報セキュリティ及び情報モラル
を踏まえ、コンピュータ等の情報機器を扱い、
収集した情報をまとめ、考えたことについて適
切に表現することができた。
(主学)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこと
ができた。

【評価資料】活動内容の様子、振り返りシート
で評価する。

○「働くこと」（9月）
　⑨給与や待遇
　⑳タイピング
　・情報モラル

・求人票の見方について知り、理
解する。
・調べたことをICT機器を使って
まとめ、発表する。
・情報発信による他者への影響
を考え、人権、知的財産権など
自他の権利を尊重し、情報社会
での行動に責任をもつことを理
解し、実践する。

令和7年度　高等部３年Ⅱ課程 （産業コース） 職業科(座学) 　年間指導計画

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）職業に関する事柄について理解を深めるとともに、将来の職業生活に係る技能を身につけるようにする。（高２段階）
(思判表力)将来の職業生活を見据え、必要な事柄を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価・改善し、表現する力を養
う。（高２段階）
(学･人)よりよい将来の職業生活の実現や地域社会への貢献に向けて、生活を改善しようとする実践的な態度を養う。（高２段階）

単位数
／配当時数 児童生徒 担当者

1
学
期

24

2/70 高等部３年Ⅱ課程　(産業コース)



(知及技）職業生活に必要とされる実践的な知
識を深め、技能を身に付けることができる。（高
２段階Aイ(ア)㋐）
(思判表力）職業生活に必要な健康管理や余暇
の過ごし方の工夫について考えることができ
る。(高２段階Aイ(イ)㋓)
(学･人)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこと
ができる。　(高２段階Aア(ウ))

(知・技）職業生活に必要とされる実践的な知
識を深め、技能を身に付けることができた。
(思･判･表)職業生活に必要な健康管理や余
暇の過ごし方の工夫について考えることがで
きた。
(主学)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこと
ができた。

【評価資料】活動内容の様子、振り返りシート
で評価する。

〇「働くために必要な
　　こと」（９月～10月）
　⑮金銭管理
　⑯移動手段
　⑰面接（事前挨拶）
　㉕きまりや制度

・通帳・貯金・カードの種類など
について理解する。
・交通機関の利用方法や免許に
ついて理解する。
・履歴書の書き方について学び、
実践する。
・税金、年金、療育手帳、保険制
度等について理解を深める。

(知及技）職業など卒業後の進路に必要となる
ことについて理解を深めることができる。(高２
段階Cア)
(思判表力）産業現場等における実習で課題の
解決について考えたことを表現することができ
る。(高２段階Cイ）
(学･人)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこと
ができる。　(高２段階Aア(ウ))

(知・技）職業など卒業後の進路に必要となる
ことについて理解を深めることができた。
(思･判･表)産業現場等における実習で課題
の解決について考えたことを表現することが
できた。
(主学)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこと
ができた。
【評価資料】実習日誌、活動内容の様子、振り
返りシートで評価する。

○「働くこと」
　　（１０月～１１月）
　⑨給与や待遇
○「働くために必要な
　　こと」（１０月～１１月）
　⑲実習中の生活
　㉑事後学習と報告会

・給与明細表の見方について知
り、理解する。
・実習中の日課、健康管理、通
勤中のトラブル対処の方法等を
実践する。
・実習を振り返り、自己の成長
や課題、改善策について考え、
発表する。

(知及技）職業生活を支える社会の仕組み等の
利用方法について理解を深めることができる。
（高２段階Aイ（ア）㋑）
(思判表力)作業上の安全や衛生及び作業の
効率について考え、他者との協働により改善を
図ることができる。（高２段階Aイ(イ)㋒）
(学･人)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこと
ができる。　(高２段階Aア(ウ))

(知・技）職業生活を支える社会の仕組み等の
利用方法について理解を深めることができ
た。
(思・判・表)作業上の安全や衛生及び作業の
効率について考え、他者との協働により改善
を図ることができた。
(主学)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこと
ができた。

【評価資料】
活動内容の様子、振り返りシートなどで評価
する。

〇「働くために必要な
　　こと」（11月～12月）
　⑮金銭管理
　⑯移動手段
　⑰お礼状の書き方
　⑳作業工程の理解
　　（技能検定）

・実習日誌や評価表を活用しな
がら事前に学習したそれぞれの
項目について後期就業体験　実
習を振り返り、成果と課題、改善
策について考え、実践を図る。
・お礼状の書き方について理解
し、実習先へお礼状を書く。
・メンテナンス部門（自在ほうき
・モップ・机ふき）　の技能につ
いて理解し、実践する。

(知及技）職業生活に必要とされる実践的な知
識を深め技能を身に付けることができる。（高２
段階Aイ(ア)㋐）
(思判表力)職業生活に必要な健康管理や余暇
の過ごし方の工夫について考えることができ
る。（高２段階Aイ（イ）㋓）
(学･人)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこと
ができる。　(高２段階Aア(ウ))

(知・技）職業生活に必要とされる実践的な知
識を深め技能を身に付けることができた。
(思・判・表)職業生活に必要な健康管理や余
暇の過ごし方の工夫について考えることがで
きた。
(主学)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこと
ができた。

【評価資料】
学習や活動状況等の観察による評価
ワークシート等の記述内容に基づいて評価

○「消費者教育講座」
（１月）

・消費者教育講座を受講し、「契
約」や「消費者トラブル」について
知る。
・ワークシートに講義内容をまと
め、記入する。
･自分について考えたり、働く目
的と意義について学ぶ。(キャリ
アパスポート）

(知及技）職業生活を支える社会の仕組み等の
利用方法について理解を深めることができる。
（高２段階Aイ（ア）㋑）
(思判表力)作業上の安全や衛生及び作業の
効率について考え、他者との協働により改善を
図ることができる。（高２段階Aイ(イ)㋒）
(学･人)

(知・技）職業生活を支える社会の仕組み等の
利用方法について理解を深めることができ
た。
(思・判・表)作業上の安全や衛生及び作業の
効率について考え、他者との協働により改善
を図ることができた。
(主学)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこと
ができた。

【評価資料】
活動内容の様子、振り返りシートなどで評価
する。

〇「社会生活において
　　必要なこと」
　　（1月～2月）
　㉒経済生活
　㉓生活の場
　㉔相談機関
　㉖地域との関わり

・給料と生活費、貯金、悪徳商法
などについて理解する。
・いろいろな生活の場（自宅・通
勤寮・グループホーム・入所施
設・社員寮・一人暮らしなど）が
あることの理解を深める。
・困ったときに相談できる機関
（福祉事務所・相談支援事業所・
ハローワーク・地域の就労支援
機関・権利擁護センターなど）に
ついて理解を深める。
・学校近隣の清掃活動や作品
　提供を行う。

(知及技）勤労の意義について理解を深めるこ
とができる。（高２段階Aア(ア)）
(思判表力）作業や実習において、自ら適切な
役割を見いだすとともに、自分の成長や課題に
ついて考え、表現することができる。(高２段階
Aイ（イ）㋐)
(学･人)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこと
ができる。　(高２段階Aア(ウ))

(知・技）勤労の意義について理解を深めるこ
とができた。
(思･判･表)作業や実習において、自ら適切な
役割を見いだすとともに、自分の成長や課題
について考え、表現することができた。
(主学)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこと
ができた。
【評価資料】活動内容の様子、振り返りシート
で評価する。

〇「自分のこと」
　　（2月～3月）
①好きなこと、よいとこ
　 ろ
⑥やりたいこと、夢、
　 職業

・ドリームマップやワークシートな
どを活用し、1年間の学習の振り
返りを行いながら、自分の成長
点や今後の課題点を確認し、卒
業後の進路や今後の夢実現に
向けて、課題改善策を考え、実
践する。

総時数 70
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(知及技）勤労の意義について理解を深める
ことができる。（高２段階Aア(ア)）
(思判表力)目標をもって取り組み、その成果
や自分と他者との役割及び他者との協力につ
いて考え、表現することができる。（高２段階
Aア(イ)）
(学･人)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこ
とができる。（高２段階Aア(ウ))

(知・技）勤労の意義を理解を深めること
ができた。
(思･判･表)目標をもって取り組み、その
成果や自分と他者との役割及び他者との
協力について考え、表現することができ
た。
(主学)作業や実習を通して貢献する喜
びを体得し、計画性をもって主体的に取
り組むことができた。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

〇オリエンテーション
　　（4月）
　・授業の目標と活動内容
　　について
　・SDGsについて

・授業の目標や活動内容につ
いて理解を深め、学習の見通し
を持つ。
・雇用のある職種について理解
を深める。
・SDGｓの理念や１７の目標に
ついて理解を深める。

(知及技）職業生活に必要とされる実践的な
知識を深め、技能を身に付けることができる。
(高２段階Aイ(ア)㋐）
（思判表力）作業や実習において、自ら適切
な役割を見いだすとともに、自分の成長や課
題について考え、表現することができる。（高
２段階Ａイ（イ）㋐）
（学･人）作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこ
とができる。（高２段階Aア(ウ))

(知･技）職業生活に必要とされる実践的
な知識を深め、技能を身に付けることが
できた。
（思･判･表）作業や実習において、自ら適
切な役割を見いだすとともに、自分の成
長や課題について考え、表現することが
できた。
（主学）作業や実習を通して貢献する喜
びを体得し、計画性をもって主体的に取
り組むことができた。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

〇労働者としての基礎的な
態度やマナー（４月～５月）
　・挨拶
　・言葉遣い
　・身だしなみ
　・「報告・連絡・相談」

・働く上で必要な、他者に対す
る望ましい関わり方や態度、マ
ナーについて理解を深める。

（知及技）使用する道具や機械等の特性や扱
い方の理解を深め、作業課題に応じて効果
的に扱うことができる。（高２段階Aイ（ア）㋓）
(思判表力)作業上の安全や衛生及び作業の
効率について考え、他者との協働により改善
を図ることができる。（高２段階Aイ（イ）㋒）
(学･人)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこ
とができる。（高２段階Aア(ウ))

（知・技）使用する道具や機械等の特性や
扱い方の理解を深め、作業課題に応じて
効果的に扱うことができた。
(思・判・表)作業上の安全や衛生及び作
業の効率について考え、他者との協働に
より改善を図ることができた。
(主学）作業や実習を通して貢献する喜
びを体得し、計画性をもって主体的に取
り組むことができた。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

〇清掃の基礎的な作業工
程について（5月～7月）
　・机拭き
　・自在ほうき
　・モップ
　・乾式モップ

・机拭きの基礎的な作業工程に
ついて理解を深める。
・自在ほうきの基礎的な作業工
程について理解を深める。
・モップ清掃の基礎的な作業工
程について理解を深める。
・乾式モップの基礎的な作業工
程について理解を深める。

教材(技能検定動画、技能検定
仕様書）

(知及技）職業など卒業後の進路に必要とな
ることについて理解を深めることができる。
（高２段階Cア）
(思判表力)産業現場等における実習で課題
の解決について考えたことを表現することが
できる。（高２段階Cイ）
(学･人)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこ
とができる。（高２段階Aア(ウ)）

(知･技）職業など卒業後の進路に必要と
なることについて理解を深めることがで
きた。
(思･判･表)産業現場等における実習で
課題の解決について考えたことを表現す
ることができた。
(主学)作業や実習を通して貢献する喜
びを体得し、等に達成感を得て、計画性
をもって主体的に取り組むことができた。

【評価資料】実習日誌、活動内容の様子、
振り返りシートで評価する。

〇前期就業体験実習
　（5月中旬～6月初旬）
　・事前学習
　・実践
　・産業教育実践講座
　・事後学習

・働く上で必要な、他者に対す
る望ましい関わり方や態度、マ
ナーについて理解を深め、実践
する。
・清掃の基礎的な作業工程に
ついて理解を深め、実践する。
・目標、実習内容、持ち物、日誌
の書き方について理解を深め、
実践する。
・実習内容について理解を深め
る。
・実習を振り返り、自己の成長
や課題、改善策について考え、
発表する。

（知及技）材料や育成する生物等の特性や扱
い方及び生産や生育活動等に関わる技術に
ついて理解を深めることができる。（高２段階
Aイ（ア）㋒）
(思判表力)生産や生育活動等に関わる技術
に込められた工夫について考えることができ
る。（高２段階Aイ（イ）㋑）
(学･人)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこ
とができる。（高２段階Aア(ウ)）

（知・技）材料や育成する生物等の特性や
扱い方及び生産や生育活動等に関わる
技術について理解を深めることができ
た。
(思・判・表)生産や生育活動等に関わる
技術に込められた工夫について考えるこ
とができた。
(主学)作業や実習を通して貢献する喜
びを体得し、計画性をもって主体的に取
り組むことができた。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

○労働者としての態度につ
いて(近隣企業での職業体
験を通して)
(6月中旬～7月)
　・車内清掃
　・洗車

・働く上で必要な、他者に対す
る望ましい関わり方や態度、マ
ナーについて理解を深める。
・オフィスアシスタントの業務の
意義について理解を深める。
・近隣企業の業務内容につい
て理解を深める。
・洗車や車内清掃に利用する道
具等の特性や扱い方及び技術
の工夫について理解を深める。
・近隣企業でのルールとマナー
について理解を深める。
（体験場所：トヨタウン名護店）

6/210 高等部３年Ⅱ課程(産業コース)

令和7年度 高等部３年Ⅱ課程 (産業コース） 職業科(トータルクリーニング・アシストサービス班) 年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒 担当者

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）職業に関する事柄について理解を深めるとともに、将来の職業生活に係る技能を身につけるようにする。（高２段階）
(思判表力)将来の職業生活を見据え、必要な事柄を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価・改善し、表現する力
を養う。（高２段階）
(学･人)よりよい将来の職業生活の実現や地域社会への貢献に向けて、生活を改善しようとする実践的な態度を養う。（高２段階）
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(知及技）職業生活に必要とされる実践的な
知識を深め、技能を身に付けることができる。
(高２段階Aイ(ア)㋐）
（思判表力）作業や実習において、自ら適切
な役割を見いだすとともに、自分の成長や課
題について考え、表現することができる。（高
２段階Ａイ（イ）㋐）
（学･人）作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこ
とができる。（高２段階Aア(ウ))

(知･技）職業生活に必要とされる実践的
な知識を深め、技能を身に付けることが
できた。
（思･判･表）作業や実習において、自ら適
切な役割を見いだすとともに、自分の成
長や課題について考え、表現することが
できる。
（主学）作業や実習を通して貢献する喜
びを体得し、計画性をもって主体的に取
り組むことができた。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

○労働者としての態度につ
いて（近隣企業での職場体
験を通して）（９月～12月）
　・車内清掃
　・洗車
　・保育補助

・働く上で必要な、他者に対す
る望ましい関わり方や態度、マ
ナーについて理解を深める。
・基礎的なオフィスアシスタント
の業務手順について理解を深
める。
・近隣企業の業務内容につい
て理解を深める。
・近隣企業でのルールとマナー
について理解を深める。
（体験場所：トヨタウン名護店、
ラララ保育園）
・就労支援について理解を深め
る。

(知及技）職業など卒業後の進路に必要とな
ることについて理解を深めることができる。
（高２段階Cア）
(思判表力)産業現場等における実習で課題
の解決について考えたことを表現することが
できる。（高２段階Cイ）
(学･人)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこ
とができる。（高２段階Aア(ウ))

(知･技）職業など卒業後の進路に必要と
なることについて理解を深めることがで
きた。
(思･判･表)産業現場等における実習で
課題の解決について考えたことを表現す
ることができた。
(主学)作業や実習を通して貢献する喜
びを体得し、計画性をもって主体的に取
り組むことができた。

【評価資料】実習日誌、活動内容の様子、
振り返りシートで評価する。

○後期就業体験実習
(10月中旬～11月上旬)
　・事前学習
　・実践
　・事後学習

・前期実習を振り返り、後期の
実習の目標を立てる。。
・実習内容について理解を深め
る。
・挨拶、言葉遣い、身だしなみ、
連絡、報告等労働者としての基
礎的な態度やマナーについて
理解を深め、実践する。
・実習先でのルールとマナーに
ついて理解を深め、実践する。
・実習先での仕事内容について
理解を深める。
・実習を振り返り、自己の成長
や課題、改善策について考え、
発表する。

(知及技）情報セキュリティ及び情報モラルに
ついて理解するとともに、表現、記録、計算、
通信等に係るコンピュータ等の情報機器につ
いて、その特性や機能を理解し、目的に応じ
て適切に操作することができる。（高２段階Ｂ
ア）
(思判表力)情報セキュリティ及び情報モラル
を踏まえ、コンピュータ等の情報機器を扱い、
収集した情報をまとめ、考えたことについて適
切に表現することができる。（高１段階Ｂイ）
(学･人)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこ
とができる。（高２段階Aア(ウ)）

(知・技）情報セキュリティ及び情報モラル
について理解するとともに、表現、記録、
計算、通信等に係るコンピュータ等の情
報機器について、その特性や機能を理解
し、目的に応じて適切に操作することが
できた。
(思･判･表)情報セキュリティ及び情報モ
ラルを踏まえ、コンピュータ等の情報機器
を扱い、収集した情報をまとめ、考えたこ
とについて適切に表現することができた。
(主学)作業や実習を通して貢献する喜
びを体得し、計画性をもって主体的に取
り組むことができた。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

○1年間の活動をまとめる ・アプリの特性や機能を理解
し、目的に応じたアプリを選択
して適切に操作しながら情報を
収集する。
・情報機器を用いて収集した情
報を活用しながら、自分の1年
間の活動を相手に伝わりやす
いようにまとめ、適切に記録し、
発表する。

（知及技）作業の確実性や持続性、巧緻性等
を高め、状況に応じて作業し、習熟することが
できる。（高２段階Aイ（ア）㋔）
(思判表力)作業上の安全や衛生及び作業の
効率について考え、他者との協働により改善
を図ることができる。（高２段階Aイ（イ）㋒）
(学･人)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこ
とができる。（高２段階Aア(ウ)）

（知・技）作業の確実性や持続性、巧緻性
等を高め、状況に応じて作業し、習熟す
ることができた。
(思・判・表)作業上の安全や衛生及び作
業の効率について考え、他者との協働に
より改善を図ることができた。
(主学)作業や実習を通して貢献する喜
びを体得し、計画性をもって主体的に取
り組むことができた。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

○働くことの大切さや社会
生活の実際について(近隣
企業での職業体験を通し
て)(1月～2月)

・働く上で必要な、他者に対す
る望ましい関わり方や態度、マ
ナーについて理解を深める。
・基礎的なオフィスアシスタント
の業務手順について理解を深
める。
・近隣企業の業務内容につい
て理解を深める。
・近隣企業でのルールとマナー
について理解を深める。
（体験場所：トヨタウン名護店、
ラララ保育園）

(知及技）勤労の意義について理解を深める
ことができる。（高２段階Aア(ア)）
(思判表力)目標をもって取り組み、その成果
や自分と他者との役割及び他者との協力につ
いて考え、表現することができる。（高２段階
Aア(イ)）
(学･人)作業や実習を通して貢献する喜びを
体得し、計画性をもって主体的に取り組むこ
とができる。（高２段階Aア(ウ)）

(知・技）勤労の意義について理解を深め
ることができた。
(思･判･表)目標をもって取り組み、その
成果や自分と他者との役割及び他者との
協力について考え、表現することができ
た。
(主学)作業や実習を通して貢献する喜
びを体得し、計画性をもって主体的に取
り組むことができた。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

○年間のまとめ(3月)
・成果と課題
・課題解決策を考える

・1年間の学習の振り返りを行
いながら、自分の成長点や今
後の課題点を確認し、卒業後
の望ましい社会生活の実現に
向けて、課題改善策を考え、記
録・発表する。

総時数 210

３
学
期
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２
学
期
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高等部３年Ⅱ課程（産業コース）　家庭科　年間指導計画

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）自分の成長と家族や家庭生活の
関わりが分かり、家庭生活が家族の協力に
よって営まれていることを理解することが
できる。(高2段階Aア(ア))

(思判表力)家族とのよりよい関わり方につ
いて考え、工夫することができる。(高2段
階Aア(イ))

(学･人)実生活を通じてよりよい家庭生活
の実現に向けて工夫し、実践できる。(高2
段階ウ)

(知･技）自分の成長と家族や家庭生活の関
わりが分かり、家庭生活が家族の協力に
よって営まれていることを理解することが
できた。

(思･判･表)家族とのよりよい関わり方につ
いて考え、工夫することができた。

(主学)実生活を通じてよりよい家庭生活の
実現に向けて工夫し、実践することができ
た。

【評価資料】
活動内容の様子と発表、振り返りシートで
評価する。

家族と家庭生活 (4月)
･家族や家庭の役割
･家庭生活って何ですか

･自分の成長を振り返る。
･さまざまな家族について学習する。
･家族のはたらき･家族の役割について学
習する。

(知及技）健康管理や余暇の有効な過ごし
方について理解を深め、実践することがで
きる。(高2段階Aウ(ア))

(思判表力)健康管理や余暇の有効な過ごし
方について考え、工夫することができる。
(高2段階Aウ(イ))

(学･人)実生活を通じてよりよい余暇の実
現に向けて工夫し、実践できる。(高2段階
ウ)

(知･技）健康管理や余暇の有効な過ごし方
について理解を深めることができた。

(思･判･表)健康管理や余暇の有効な過ごし
方について考え、工夫することができた。

(主学)実生活を通じてよりよい余暇の実現
に向けて工夫し、実践することができた。

【評価資料】
活動内容の様子と発表、振り返りシートで
評価する。

余暇の過ごし方(5月)
・ 余暇を楽しく過ごす
・人とのつき合い
・療育手帳による割引

・余暇について考える。
・人との付き合いやマナーについて学習
する。
・療育手帳について知る。

(知及技）自分に必要な栄養素の種類と働
きが分かり、食品の栄養的な特質について
理解することができる。(高2段階Bア(ア))

(思判表力)一日分の献立について考え工夫
することができる。(高2段階Bア(イ))

(学･人)実生活を通じてよりよい日常食の
食事の実現に向けて工夫し、実践できる。
(高2段階ウ)

(知･技）自分に必要な栄養素の種類と働き
が分かり、食品の栄養的な特質について理
解することができた。

(思･判･表)一日分の献立について考え工夫
することができた。

(主学)実生活を通じてよりよい食事の実現
に向けて工夫し、実践することができた。

【評価資料】
活動内容の様子と発表、振り返りシートで
評価する。

元気な体をつくる食事(5～
6月)
･栄養と食品の関係
･食事の計画をたてよう
･食品の選び方

･栄養素の種類と働きについて学習す
る。
･食事づくりの手順や献立の立て方につ
いて学習する。
･賞味期限･消費期限について学習する。
･加工食品について学習する。
･食品の保存、食中毒について学習す
る。

(知及技）日常生活と関連付け、用途に応
じた食品の選択、食品や調理用具等の安全
と衛生に留意した管理、材料に適した加熱
調理の仕方について理解し、基礎的な日常
食の調理が適切にできる。(高2段階Bイ
(ア))

(思判表力)基礎的な日常食の調理につい
て、食品の選択や調理の仕方、調理計画を
考え、工夫できる。(高2段階Bイ(イ))

(学･人)実生活を通じてよりよい日常食の
調理の実現に向けて工夫し、実践できる。
(高2段階ウ)

(知･技）日常生活と関連付け、用途に応じ
た食品の選択、食品や調理用具等の安全と
衛生に留意した管理、材料に適した加熱調
理の仕方について理解し、基礎的な日常食
の調理を適切にすることができた。

(思･判･表)基礎的な日常食の調理につい
て、食品の選択や調理の仕方、調理計画を
考え、工夫することができた。

(主学)実生活を通じてよりよい日常食の調
理の実現に向けて工夫し、実践することが
できた。

【評価資料】
活動内容の様子と発表、振り返りシートで
評価する。

調理をはじめる前に(6～7
月)
･調理の流れ
･調理器具の使い方
･基礎的な調理の仕方
･あと片づけの仕方
調理をしよう

･調理実習前に、調理器具の使い方や調
理の仕方について復習を行う。
･日常食の調理を行う。

２／７０ 高等部３年Ⅱ課程　（産業コース）

令和７年度

単位数
／配当時

数
児童生徒 担当者

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）家族・家庭の機能について理解を深め、生活の自立に必要な家族・家庭、衣食住、消費や環境等についての基礎
的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。(高2段階)
(思判表力)  家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価・改善し、考
えたことを表現するなど、課題を解決する力を養う。(高2段階)
(学･人)  家族や地域の人々との関わりを通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し考えようとする実践的な態
度を養う。(高2段階)

24
1
学
期



(知及技）購入方法や支払方法の特徴が分
かり、計画的な金銭管理の必要性について
理解することができる。(高2段階Cア(ア)
ア)
売買契約の仕組み、消費者被害の背景とそ
の対応について理解し、物資・サービスの
選択に必要な情報の収集・整理が適切にで
きる。(高2段階Cア(ア)イ)

(思判表力)物資・サービスの選択に必要な
情報を活用して購入について考え、工夫す
ることができる。(高2段階Cア(イ))

(学･人)実生活を通じてよりよい消費生活
の実現に向けて工夫し、実践できる。(高2
段階ウ)

(知･技）購入方法や支払方法の特徴が分か
り、計画的な金銭管理の必要性について理
解することができた。
売買契約の仕組み、消費者被害の背景とそ
の対応について理解し、物資・サービスの
選択に必要な情報の収集・整理が適切にで
きた。

(思･判･表)物資・サービスの選択に必要な
情報を活用して購入について考え、工夫す
ることができた。

(主学)実生活を通じてよりよい消費生活の
実現に向けて工夫し、実践することができ
た。

【評価資料】
活動内容の様子と発表、振り返りシートで
評価する。

家庭の経済生活(6～7月)
・仕事とお金
・家庭のお金の出入り
・お金と物・サービス
・家計簿をつける
・お金の計画
計画的な消費生活
･商品を選ぶ
･購入方法を知る
･支払い方法を知る
･悪徳商法対策
･クーリング･オフ制度
･消費生活センター

・お金の出入りについて学習する。
・計画的なお金の使い方について考え
る。
・家計簿の書き方について学習する。
・購入方法や支払い方法について学ぶ。

(知及技）消費者の基本的な権利と責任、
自分や家族の消費生活が環境や社会に及ぼ
す影響について理解することができる。
(高2段階Cイ(ア))

(思判表力)身近な消費生活について、自立
した消費者として責任ある消費行動を考
え、工夫することができる。(高2段階Cイ
(イ))

(学･人)実生活を通じてよりよい消費生活
の実現に向けて工夫し、実践できる。(高2
段階ウ)

(知･技）消費者の基本的な権利と責任、自
分や家族の消費生活が環境や社会に及ぼす
影響について理解することができた。
(思･判･表)身近な消費生活について、自立
した消費者として責任ある消費行動を考
え、工夫することができた。

(主学)実生活を通じてよりよい消費生活の
実現に向けて工夫し、実践することができ
た。

【評価資料】
活動内容の様子と発表、振り返りシートで
評価する。

消費者と基本的な権利と責
任(7月)
・８つの権利
・５つの責任
環境に配慮した生活
・環境を考えて生活しよう
・グリーン・コンシュー
マーになろう

・消費者の権利や責任について理解す
る。
・自分や家族の消費行動と環境との関わ
りについて学習する。
・持続可能な社会を目指して、自分や家
族ができることを考える。
･消費者教育講座

(知及技）衣服の材料や状態に応じた日常
着の手入れについて理解し、適切にでき
る。(高2段階Bウ(ア))

(思判表力)衣服の材料や状態に応じた日常
着の手入れについて考え、工夫することが
できる。(高2段階Bウ(イ))

(学･人)実生活を通じてよりよい衣生活の
実現に向けて工夫し、実践できる。(高2段
階ウ)

(知･技）衣服の材料や状態に応じた日常着
の手入れについて理解し、適切にすること
ができた。

(思･判･表)衣服の材料や状態に応じた日常
着の手入れについて考え、工夫することが
できた。

(主学)実生活を通じてよりよい衣生活の実
現に向けて工夫し、実践することができ
た。

【評価資料】
活動内容の様子と発表、振り返りシート、
作品で評価する。

衣服の洗濯と保管(9～10
月)
･衣服を洗濯する目的
･ 基本的な洗濯の手順
･洗濯に使う洗剤について

･洗濯洗剤について学習する。
･洗濯の流れを確認し、実際に洗濯をす
る。
･アイロンのかけ方について確認し、制
服をアイロンする。

(知及技）製作に必要な材料や手順が分か
り、製作計画について理解することができ
る。(高2段階Bエ(ア))

(思判表力)布を用いた簡単な物の製作計画
を考え、製作を工夫することができる。
(高2段階Bエ(イ))

(学･人)実生活を通じてよりよい生活を豊
かにする布を用いた製作の実現に向けて工
夫し、実践できる。(高2段階ウ)

(知･技）製作に必要な材料や手順が分か
り、製作計画について理解することができ
た。

(思･判･表)布を用いた簡単な物の製作計画
を考え、製作を工夫することができた。

(主学)実生活を通じてよりよい布を用いた
製作の実現に向けて工夫することができ
た。

【評価資料】
活動内容の様子と発表、振り返りシートで
評価する。

衣服の製作(10～12月) ・身の回りの生活を快適にしたり、資源
や環境に配慮したりするなど、自分や家
族、地域の人々の生活を豊かにする布を
用いた物を製作する。

(知及技）日常生活と関連付け、用途に応
じた食品の選択、食品や調理用具等の安全
と衛生に留意した管理、材料に適した加熱
調理の仕方について理解し、基礎的な日常
食の調理が適切にできる。(高2段階Bイ
(ア))

(思判表力)基礎的な日常食の調理につい
て、食品の選択や調理の仕方、調理計画を
考え、工夫できる。(高2段階Bイ(イ))

(学･人)実生活を通じてよりよい日常食の
調理の実現に向けて工夫し、実践できる。
(高2段階ウ)

(知･技）日常生活と関連付け、用途に応じ
た食品の選択、食品や調理用具等の安全と
衛生に留意した管理、材料に適した加熱調
理の仕方について理解し、基礎的な日常食
の調理を適切にすることができた。

(思･判･表)基礎的な日常食の調理につい
て、食品の選択や調理の仕方、調理計画を
考え、工夫することができた。

(主学)実生活を通じてよりよい日常食の調
理の実現に向けて工夫し、実践することが
できた。

【評価資料】
活動内容の様子と発表、振り返りシートで
評価する。

調理をしよう(11～12月) ･日常食の調理を行う。

2
学
期
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(知及技）乳幼児や高齢者などの生活の特
徴が分かり、乳幼児や高齢者などとの関わ
り方について理解することができる。(高2
段階Aエ(ア))

(思判表力)乳幼児や高齢者などとのよりよ
い関わり方について考え、工夫することが
できる。(高2段階Aエ(イ))

(学･人)実生活を通じてよりよい家族･家庭
生活の実現に向けて工夫し、実践できる。
(高2段階ウ)

(知･技）乳幼児や高齢者などの生活の特徴
が分かり、乳幼児や高齢者などとの関わり
方について理解することができた。

(思･判･表)乳幼児や高齢者などとのよりよ
い関わり方について考え、工夫することが
できた。

(主学)実生活を通じてよりよい家族･家庭
生活の実現に向けて工夫し、実践すること
ができた。

【評価資料】
活動内容の様子と発表、振り返りシートで
評価する。

高齢者と共に(1月)
･高齢者のくらしぶりを
知っていますか
･高齢者を支える介護を学
ぼう
子どもと共に
･子どもの世界
･子どもの生活
･ 子どもと家庭や周囲の人
びと

･高齢者の身体の特徴を学習する。
･高齢期の生活について学習する。
･子どもの身体の特徴や発達について学
習する。
･遊びについて学習する。
･高齢者疑似体験をしよう。
･幼稚部と交流学習をしよう。

(知及技）家庭生活において、地域の人々
との協力が大切であることを理解すること
ができる。(高2段階Aイ(ア))

(思判表力)家族と地域の人々とのよりよい
関わり方について考え、工夫することがで
きる。(高2段階Aイ(イ))

(学･人)実生活を通じてよりよい家庭と地
域との関わりの実現に向けて工夫し、実践
できる。(高2段階ウ)

(知･技）家庭生活において、地域の人々と
の協力が大切であることを理解することが
できた。

(思･判･表)家族と地域の人々とのよりよい
関わり方について考え、工夫することがで
きた。

(主学)実生活を通じてよりよい家庭と地域
との関わりの実現に向けて工夫し、実践す
ることができた。

【評価資料】
活動内容の様子と発表、振り返りシートで
評価する。

共に支え合う生活(1月)
･くらしやすい地域づくり
･地域で行われている活動

･バリアフリーやユニバーサルデザイン
について学習する。
･地域で行われている活動について知
る。

(知及技）家族の生活と住空間との関わり
が分かり、住居の基本的な機能について理
解することができる。(高2段階Bオ(ア))

(思判表力)家族の安全や快適さを考えた住
空間の整え方について考え、工夫すること
ができる。(高2段階Bオ(イ))

(学･人)実生活を通じてよりよい住生活の
実現に向けて工夫し、実践できる。(高2段
階ウ)

(知･技）家族の生活と住空間との関わりが
分かり、住居の基本的な機能について理解
することができた。

(思･判･表)家族の安全や快適さを考えた住
空間の整え方について考え、工夫すること
ができた。

(主学)実生活を通じてよりよい住生活の実
現に向けて工夫し、実践することができ
た。

【評価資料】
活動内容の様子と発表、振り返りシートで
評価する。

健康で快適に住まう(2～3
月)
・太陽光と採光
・室内環境（室温・湿度・
空気の流れ）
・そうじ
・整理・整とん
くらしと空間
・住居の広さ
みんなと共に住まう
・家族と共に住む
・地域の人と共に住む
安全に住むために
・家庭内事故のいろいろ
・地震に備えよう
・火災から身を守ろう
・防犯対策をしよう

・室内環境について学習する。
・教室の掃除と整理整頓を行う。
・住空間について学習する。
・住まいと地域について学習する。
・家庭内事故について学習する。

(知及技）日常生活と関連付け、用途に応
じた食品の選択、食品や調理用具等の安全
と衛生に留意した管理、材料に適した加熱
調理の仕方について理解し、基礎的な日常
食の調理が適切にできる。(高2段階Bイ
(ア))

(思判表力)基礎的な日常食の調理につい
て、食品の選択や調理の仕方、調理計画を
考え、工夫できる。(高2段階Bイ(イ))

(学･人)実生活を通じてよりよい日常食の
調理の実現に向けて工夫し、実践できる。
(高2段階ウ)

(知･技）日常生活と関連付け、用途に応じ
た食品の選択、食品や調理用具等の安全と
衛生に留意した管理、材料に適した加熱調
理の仕方について理解し、基礎的な日常食
の調理を適切にすることができた。

(思･判･表)基礎的な日常食の調理につい
て、食品の選択や調理の仕方、調理計画を
考え、工夫することができた。

(主学)実生活を通じてよりよい日常食の調
理の実現に向けて工夫し、実践することが
できた。

【評価資料】
活動内容の様子と発表、振り返りシートで
評価する。

調理をしよう(2～3月) ･日常食の調理を行う。

総時
数

70

3
学
期
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高等部３年 Ⅱ課程 (産業コース）　外国語　年間指導計画

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）英語の音声及び簡単な語句や表
現などについて、日本語との違いに気付く
ことができる。(高２段階)
(思判表力)身近で簡単な事柄について、伝
えようとする内容を整理した上で簡単な語
句や基本的な表現などを用いて伝え合うこ
とができる。(高２段階)
(学･人)アルファベットや身の周りにある
英語に関心を持ち、主体的に意味を理解す
ることができる。(高２段階)

(知･技）英語の音声及び簡単な語句や表現
などについて、日本語との違いを意識して
いる。
(思･判･表)身近で簡単な事柄について、伝
えようとする内容を整理した上で簡単な語
句や基本的な表現などを用いて伝えようと
している。
(主学)アルファベットや身の周りにある英
語に関心を持ち、主体的に意味を理解しよ
うとしている。

【評価資料】活動の様子、学習プリント

「自己表現」
(４～５月）
・好きな教科
・時間の過ごし方
「簡単な動詞」
・スポーツをするplay
「時間の表現」(5月)
・after school

・アクセントや発音を意識し、英語で自
己紹介を行う。
・好きな教科や活動を英語で表現する。
・放課後の過ごし方を英語で表現する。
・google earthを活用し、自分の住む地
域で見られる英語の文字の意味を調べま
とめる。

(知及技）英語の音声を聞いて話したり、
簡単な語彙などを読んだり書いたりして日
本語の音声や文字などとの違いに気付くこ
とができる。(高２段階)
(思判表力)身近で簡単な事柄について、自
分の考えや気持ちを伝えたり、簡単な質問
をしたり質問に答えたりして伝え合うこと
ができる。(高２段階)
(学･人)挨拶を交えた簡単な会話を主体的
に練習することができる。(高２段階)

(知･技）英語の音声を聞いて話したり、簡
単な語彙などを読んだり書いたりして日本
語の音声や文字などとの違いを意識してい
る。
(思･判･表))身近で簡単な事柄について、
自分の考えや気持ちを伝えたり、簡単な質
問をしたり質問に答えたりしようとしてい
る。
(主学)挨拶を交えた簡単な会話を主体的に
練習している。

【評価資料】活動の様子、学習プリント

「what疑問文」
(６～７月)
・what is your name?
・what subject do you
like?
「what疑問文②」
・what do you do?
「自己表現②」
・自分の得意分野など

・生徒同士でwhatを使って名前を尋ねた
り答えたりする練習を行う。
・生徒同士で、好きな教科を尋ねたり答
えたりする練習を行う。
・放課後の過ごし方を尋ねたり、答えた
りする練習を行う。
・挨拶から始まる自己PRを考え、その中
で自分の得意分野を英語で表現する。

(知及技）英語の音声文字も、事物の内容
を表したり、要件を伝えたりするなどの働
きがあることに気付くことができる。(高
２段階）
(思判表力)日時を表す表現など身近で簡単
な事柄について、具体的な情報を聞き取る
ことができる。(高２段階)
(学･人)日時を交えた簡単な会話を主体的
に練習することができる。(高２段階)

(知･技）英語の音声文字も、事物の内容を
表したり、要件を伝えたりするなどの働き
があることを意識している。
(思･判･表)日時を表す表現など身近で簡単
な事柄について、具体的な情報を聞き取ろ
うとしている。
(主学)日時を交えた簡単な会話を主体的に
練習している。

【評価資料】活動の様子、学習プリント

「what疑問文③」
（９～10月）
・what time do you get
up?
「私の一日」
・I get up at
「簡単な動詞」
・have, come, leave

・whatで始まる簡単な疑問文を何度も聞
き、内容を理解する。
・曜日や時間の表現を英語で聞き、内容
を理解する。
・何曜日の何時に、どういった活動をす
るという簡単な内容を英語で表現する。

(知及技）英語の音声及び簡単な語句や基
本的な表現について、日本語との違いに気
付くことができる。(高２段階)
(思判表力)自分のことや学校生活などを身
近で簡単な事柄について、簡単な語句や基
本的な表現を聞き、それらを表すイラスト
や写真などを結びつけることができる。
(高２段階　　　)
(学･人)英語の音声及び簡単な語句や基本
的な表現について、日本語との違いに気付
くことができ、主体的に表現の幅を拡げる
ことができる。(高２段階)

(知･技）英語の音声及び簡単な語句や基本
的な表現について、日本語との違いを意識
している。
(思･判･表)自分のことや学校生活などを身
近で簡単な事柄について、簡単な語句や基
本的な表現を聞き、それらを表すイラスト
や写真などを結びつけようとしている。
(主学)英語の音声及び簡単な語句や基本的
な表現について、日本語との違いに気付く
ことができ、主体的に表現の幅を拡げよう
としている。

【評価資料】活動の様子、学習プリント

「what疑問文④」
(11～12月)
・what do you have for
breakfast?
「継続的な行動」
・I always have
「what疑問文⑤」
・what chores do you do?

・whatで始まる簡単な疑問文を何度も聞
き、内容を理解する。
・alwaysやeveryday等の表現を用い、自
らの生活を英語で表現する。
・whatを用いた英語特有の表現を理解
し、発表練習を行う。

(知及技）簡単な語句や基本的な表現など
が表す内容を知り、それらを使うことで要
件が相手に伝わることに気付くことができ
る。　　(高２段階)
(思判表力)紹介することに関する特有の表
現を使うことができる。(高２段階)
(学･人)簡単な語句や基本的な表現などを
主体的に活用することができる。(高２段
階)

(知･技）簡単な語句や基本的な表現などが
表す内容を知り、それらを使うことで要件
を相手に伝えようとしている。
(思･判･表)紹介することに関する特有の表
現を使おうとしている。
(主学))簡単な語句や基本的な表現などを
主体的に活用しようとしている。

【評価資料】活動の様子、学習プリント

「休み中のできごと」
（1～２月）
・my holidays
「what疑問文⑤」
・what did you do during
the winter holidays?
「簡単な動詞」
・I went to

・休日の過ごし方を英語で理解する。
・自らの休日の過ごし方を英語で表現す
る。
・冬休みに何をしたかを英語で尋ねる。
・冬休みに何をしたかを英語で発表す
る。
・基本的な動詞を用いて、様々な表現を
発表練習する。

(知及技）簡単な語句や基本的な表現など
が表す内容を知り、それらを使うことで要
件が相手に伝わることに気付くことができ
る。　(高２段階)
(思判表力)自らのことについて、伝えよう
とした内容を整理した上で、簡単な語句な
どを用いて自分の考えや気持ちを伝えるこ
とができる。(高２段階)
(学･人)簡単な語句や基本的な表現などを
主体的に活用することができる。(高２段
階)

(知･技）簡単な語句や基本的な表現などが
表す内容を知り、それらを使うことで要件
を相手に伝えようとしている。
(思･判･表))自らのことについて、伝えよ
うとした内容を整理した上で、簡単な語句
などを用いて自分の考えや気持ちを伝えよ
うとしている。
(主学)簡単な語句や基本的な表現などを主
体的に活用している。

【評価資料】活動の様子、学習プリント

「好きな物」
（２～３月）
・what's your favorite
book?
「理由を説明」
・because
「1年間の総括」
・my goal

・whatで始まる簡単な疑問文を用い、質
問をすることができる。
・質問に対し、becauseを用いて回答す
ることができる。
・学習した内容を活用し、自らの夢を英
語で発表する。

総時数 35

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技） 音声や文字、語彙、表現などについて日本語と外国語との違いに気付くとともに、読むこと、書くことに慣れ親しみ、聞くこと、話すこと、読むこと、書くことによる
実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な力を身に付けるようにする。（高２段階）
(思判表力) コミュニケーションを行う場面、状況などに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いたり話したりするとともに、音声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙な
どが表す事柄を想像しながら読んだり書いたりして、自分の考えを気持ちなどを伝え合うことができる基礎的な力を養う。 （高２段階）
(学･人)外国語の背景にある文化について理解し、他者に配慮しながら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。（高２段階）

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒 担当者

１/35 高等部３年 Ⅱ課程 産業コース

３
学
期

9

12
1
学
期

２
学
期
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高等部３年　Ⅱ課程（　産業コース  ）　情報科　年間指導計画

学
期

時
数

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）身近にある情報技術が人や社会に果
たす役割と及ぼす影響について基本的な理解
をすることができる。（高２段階Aア（ウ））
(思判表力)身近にある情報や情報技術の適切
かつ効果的な活用と望ましい情報社会の在り
方について考えることができる。（高２段階Aア
（ウ））
(学･人)情報を構造的に理解することができる。
（高２段階ウ）

(知・技）身近にある情報技術が人や社会に果たす役割と及ぼ
す影響について基本的な理解をしている。
(思･判･表)身近にある情報や情報技術の適切かつ効果的な
活用と望ましい情報社会の在り方について考えることができ
る。
(主学)情報を構造的に理解しようとしている。
【評価資料】活動や実習の様子、ふりかえりシートで評価する。

「進路について事前調査」
・オリエンテーション
・就業体験先の事前調査
（4月）

・就業体験先の事前調査を行
い、必要な情報を集め、整理す
る。
・教材（検索エンジン）

(知及技）情報に関する身近で基本的な法規や
制度、情報セキュリティの重要性、情報社会に
おける個人の責任及び情報モラルについて理解
することができる。（高２段階Aア（イ））
(思判表力)情報に関する身近で基本的な法規
や制度及びマナーの意義、情報社会において個
人の果たす役割や責任、情報モラルなどについ
て、それらの背景を捉え、考えることができる。
（高２段階Aイ（イ））
(学･人)情報を批判的に考察することができる。
（高２段階ウ）

(知・技）情報に関する身近で基本的な法規や制度、情報セキュ
リティの重要性、情報社会における個人の責任及び情報モラル
について理解することができる。
(思･判･表)情報に関する身近で基本的な法規や制度及びマ
ナーの意義、情報社会において個人の果たす役割や責任、情
報モラルなどについて、それらの背景を捉え、考えることができ
る。
(主学)情報を批判的に考察しようとしている。
【評価資料】活動や実習の様子、ふりかえりシートで評価する。

「情報社会における法規や制度に
ついて」
（5,6月）

・インターネット上の危険につい
て知る。
・教材（関連動画）

(知及技）身近にある情報やメディアの基本的な
特性及びコンピュータ等の情報機器の基本的な
用途、操作方法及び仕組みを踏まえ、情報と情
報技術を活用して問題を知り、問題を解決する
方法を身に付けることができる。（高２段階Aア
（ア））
(思判表力) 目的や状況に応じて、身近にある
情報や情報技術を適切かつ効果的に活用して
問題を知り、問題を解決する方法について考え
ることができる。（高２段階Aイ（ア））
(学･人)情報及び情報技術の活用を振り返り、
効果や改善点を見出そうとすることができる。
（高２段階ウ）

(知・技）身近にある情報やメディアの基本的な特性及びコン
ピュータ等の情報機器の基本的な用途、操作方法及び仕組み
を踏まえ、情報と情報技術を活用して問題を知り、問題を解決
する方法を身に付けることができる。

(思･判･表)目的や状況に応じて、身近にある情報や情報技術
を適切かつ効果的に活用して問題を知り、問題を解決する方
法について考えてることができる。
(主学)情報及び情報技術の活用を振り返り、効果や改善点を
見い出そうとしている。
【評価資料】活動や実習の様子、ふりかえりシートで評価する。

「情報やメディアについて」
（7月）

・生活の中で情報やコンピュー
タ等の情報機器が果たす役割
を知り、それらの活用について
考える。
・教材（PC、タブレット）

(知及技）身近にある情報デザインから効果的
なコミュニケーションを行うための情報デザイン
の基本的な考え方や方法を理解し表現する基
礎的な技能を身に付けることができる。（高２段
階Bア（ウ））
(思判表力)効果的なコミュニケーションを行う
ための情報デザインの基本的な考え方や方法
に基づいて表現し、振り返り、表現を見直すこと
ができる。（高２段階Bイ（ウ））
(学･人)発信した情報が及ぼす影響を踏まえ、
行動することができる。（高２段階ウ）

(知・技）身近にある情報デザインから効果的なコミュニケー
ションを行うための情報デザインの基本的な考え方や方法を理
解し表現する基礎的な技能を身に付けている。
(思･判･表)効果的なコミュニケーションを行うための情報デザ
インの基本的な考え方や方法に基づいて表現し、振り返り、表
現を見直している。
(主学)発信した情報が及ぼす影響を踏まえ、行動している。
【評価資料】活動や実習の様子、作品、発表、ふりかえりシート
で評価する。

「観光地について調べ、プレゼン
テーションする」
(9,10月)

・写真加工やスライドショーを
作成する。
・教材（動画作成ソフト）

(知及技）身近なデータを蓄積、管理、提供する
基本的な方法、情報通信ネットークを介した情
報システムによるサービスの提供に関する基本
的な仕組みと特徴について理解することができ
る。（高２段階Cア（イ））
(思判表力)情報システムが提供するサービス
の効果的な活用について考えることができる。
（高２段階Cイ（イ））
(学･人)情報通信ネットワークで提供されるサー
ビスを活用し、進路選択に役立てることができ
る。（高２段階ウ）

(知・技）身近なデータを蓄積、管理、提供する基本的な方法、
情報通信ネットークを介した情報システムによるサービスの提
供に関する基本的な仕組みと特徴について理解している。
(思･判･表)情報システムが提供するサービスの効果的な活用
について考えようとしている。

(主学)情報通信ネットワークで提供されるサービスを活用し、
進路選択に役立てようとしている。
【評価資料】活動や実習の様子、ふりかえりシートで評価する。

「ハローワークを活用してみよう」
(11,12月)

・ハローワークを活用する。
・教材（ハローワークインター
ネットサービス）

(知及技）情報通信ネットワークの基本的な仕組
みや情報セキュリティを確保するための基本的
な方法について理解することができる。（高２段
階Cア（ア））
(思判表力)目的や状況に応じて、情報通信ネッ
トワークにおける情報セキュリティを確保する基
本的な方法について考えることができる。（高２
段階Cイ（ア））
(学･人)生活の中で必要となる情報セキュリティ
について踏まえ、行動できる。（高２段階ウ）

(知・技）情報通信ネットワークの基本的な仕組みや情報セキュ
リティを確保するための基本的な方法について理解している。

(思･判･表)目的や状況に応じて、情報通信ネットワークにおけ
る情報セキュリティを確保する基本的な方法について考えてい
る。

(主学)生活の中で必要となる情報セキュリティについて踏ま
え、行動しようとしている。
【評価資料】活動や実習の様子、ふりかえりシートで評価する。

「情報セキュリティの重要性につ
いて」
(1月)

・インターネット上の危険に対し
て対策を考える。
・教材（関連動画）

(知及技）身近にある情報デザインが人や社会
に果たしている役割を理解することができる。
（高２段階Bア（イ））
(思判表力)コミュニケーションの目的に合わせ
て、適切かつ効果的な情報デザインを考えるこ
とができる。（高２段階Bイ（イ））
(学･人)情報を構造的に理解できる。（高２段階
ウ）

(知・技）身近にある情報デザインが人や社会に果たしている役
割を理解している。

(思･判･表)コミュニケーションの目的に合わせて、適切かつ効
果的な情報デザインを考えている。
(主学)情報を構造的に理解しようとしている。
【評価資料】活動や実習の様子、発表、ふりかえりシートで評価
する。

「情報デザインに着目してみよう」
（2,3月)

・身の回りの情報デザインの特
徴について知る。
・教材（標識、ピクトグラム）

総時数 35

担当者

令和７年度

単位数
／配当時数

児童生徒

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）効果的なコミュニケーションの方法や、身近にあるコンピュータやデータ活用について理解し、基礎的な技能を身につけるとともに、情報社会と人との関わ
りについて理解する。（高２段階）
(思判表力)身近な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題を知り、問題を解決するために必要な情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。（高２段
階）
(学･人)身近にある情報や情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に参画しようとする態度を養う。（高２段階）

1
学
期

２
学
期

３
学
期
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学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

　自己を見つめ、自己の向上を図る
とともに、個性を伸ばして充実した
生き方を追求することができる。(A
主として自分自身に関すること)

・自分の気持ちを優先したり、時に
折り合いをつけたりなど、その都度
自分なりに納得できる答えを見つけ
ながら選択し、そしてその結果を受
け止められるような態度を持とうと
することができた。
。
【評価資料】授業での発言やワーク
シート、授業中やその後の態度で評
価

「どうする？ペンケー
ス」

・教材を通して、「自分で
決める」ことについて考え
る。
・自分で考えて行動し、そ
の結果に責任をもつことに
ついて考える。
・自分で決めることの大切
さに気づく。

　勤労の尊さや意義を理解し、将来
の生き方について考えを深め、勤労
を通じて社会に貢献することができ
る。(C 主として集団や社会との関
わりに関すること)

・自立した生活を送るために必要な
力や働くことの意味を知り、周囲の
支援を受けながら少しずつ身に付け
ようとすることができた。
・「大人の自分」について話し合
い、なりたい自分や、働く自分を思
い描き、将来就きたい職業やその理
由について、考えをまとめることが
できた。

【評価資料】授業での発言やワーク
シート、授業中やその後の態度で評
価

「通勤寮での生活」 ・働く事への意義を考え
る。
・自分が思い描く大人像の
イメージを持つ。
・前期実習に向け、勤労の
意義や喜びについて考え
る。
・社会人として働くために
必要な生活主幹や態度等に
ついての見直しを行う。

　生命の尊さについて、その連続性
や有限性なども含めて理解し、かけ
がえのない生命を尊重することがで
きる。(D 主として生命や自然、崇
高なものとの関わりに関すること)

・一人ひとりの命がかけがえのない
ものであること、受け継がれ大切に
されてきた命であることに気付くこ
とができた。
・命がどのようなものか自分なりに
考え、自他の命を大切にしていこう
とすることができた。

【評価資料】授業での発言やワーク
シート、授業中やその後の態度で評
価

「おじいさんと妹」 ・命の繋がりについて考え
る。
・違う二つの命それぞれに
ついて、感じたことや考え
たことを文章にまとめたり
伝えたりする。

　友情の尊さを理解して心から信頼
できる友達をもち、互いに励ましあ
い、高めあうとともに、異性につい
ての理解を深め、悩みや葛藤も経験
しながら人間関係を深めることがで
きる。(B 主として人との関わりに
関すること)

・友情を深め、信頼関係を築き、日
常の友人関係を多面的・多角的に捉
えることができた。
・信頼できる人間関係を築くなど実
践的な態度を持とうとすることがで
きた。

【評価資料】授業での発言やワーク
シート、授業中やその後の態度で評
価

｢将棋大会｣ ・「友情」はどういった感
情か考える。
・登場する２名の心境をそ
れぞれの立場から考えるこ
とで、本当の友情について
考え、発表する。

　自分の考えや意見を相手に伝える
とともに、それぞれの個性や立場を
尊重し、いろいろなものの見方や考
え方があることを理解し、寛容の心
をもって謙虚に他に学び、自らを高
めることができる。(B 主として人
との関わりに関すること)

･相手の立場で考えることの難しさと
それができると互いにわかり合い、
さらに高みを共に目指せることに気
づき、相手の思いを理解し相手を尊
重するための判断力を持とうとして
いる。
【評価資料】授業での発言やワーク
シート、授業中やその後の態度で評
価

｢文化祭の準備｣ ・生徒間のトラブルになり
かねない事例を読んで、ト
ラブルにならない方法につ
いて考える。
・友好な人間関係を形成に
ついて考える。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解をもとに、自己を見つめ、物
事を広い視野から多面的、多角的に考え、人間として生き方についての考えを深める学習を通して、道徳的な判
断力、心情、実践意欲と態度を育てる。（小学部）

1
学
期

12

２
学
期
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単位数
／配当時数 生徒 担当者



　社会参画の意義と社会連帯の自覚
を高め、公共の精神をもってよりよ
い社会の実現に努めることができ
る。(C 主として集団や社会との関
わりに関すること)

・勤労や社会に奉仕することを理解
し、みんなのために役に立つことを
することについて考えることができ
た。
・勤労等が自分のためにだけでな
く、社会生活を支えるものであるこ
とを考えることができた。

【評価資料】授業での発言やワーク
シート、授業中やその後の態度で評
価

｢美化委員会の仕事｣ ・役割を担って仕事に取り
組むことと喜びややりが
い、生きがい等について考
える。
・学校や社会のためにどの
ような活動ができるかを考
える。

  自然の崇高さを知り、自然環境を
大切にし持続可能な社会の実現に努
めよとする態度を育てることができ
る。(D 主として生命や自然、崇高
な物との関わりに関すること)

・人間には知りたい、もっとよくな
りたいなど、よりよく生きていきた
いという思いと、それを発揮する強
さや喜びがあることを理解し、より
よく生きていこうとしている。
【評価資料】授業での発言やワーク
シート、授業中やその後の態度で評
価

「ゴゴ　九十四歳の小学
生」

・よりよく生きることにつ
いて考える。
・今までの自分の行動につ
いて考える。
・よりよく生きる探しをし
てみよう。

  学校や学級の一員としての自覚を
持ち、協力し合ってよりよい校風を
作るとともに、様々な集団の意義や
集団生活の中での自分の役割と責任
を自覚して集団生活の充実に努める
ことができる。(C 主として集団や
社会との関わりに関すること)

・目立たない役割もあるが、それぞ
れの役割を果たすことで集団が充実
し、その一員としての喜びがあるこ
とに気づき、自分の役割をしっかり
果たそうと気持ちを持とうとしてい
る。
【評価資料】授業での発言やワーク
シート、授業中やその後の態度で評
価

「なっとう憲法」 ・「なっとう憲法」の話を
読み、主人公のクラスで起
きたことについて考える。
・自己に置き換え、それぞ
れの集団での役割を考え
る。

　より高い目標を設定し、その達成
を目指し、希望と勇気もち、困難や
失敗を乗り越えて、着実にやり遂げ
ることができる。(A 主として自分
自身に関すること)

・自由とは、周りや自らのわがまま
な心に惑わされず、自分の意思で
しっかり考え判断し、行動すること
であり、難しいがやりがいがあるこ
とを理解し、自由を生かすための判
断力を持とうすることができた。
【評価資料】授業での発言やワーク
シート、授業中やその後の態度で評
価

「あこがれのスマート
フォン」

・自由について考えを深
め、自由の中での行動につ
いて考える。
・「スマートフォン」を例
に、自由と節度ある行動の
違いについて考える。
・卒業後の自分の行動を考
えてみよう。

総時数 35

３
学
期

9



学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）新年度の学習や行事について知り、必要
な行動の仕方を身に付けることができる。
(思判表力)１年間の学校生活や学習活動に見通し
を持ち行動できる。
(学･人)年間の学習内容、行事計画を知り、学校生
活への意欲を高めることができる。

(知・技）新年度の学習や行事について知り、必要な
行動の仕方を身につけることができた。
(思・判・表)１年間の学校生活や学習活動に見通し
を持ち行動することができた。
(主学)年間の学習内容、行事計画をを知り、学校
生活への意欲を高めようとすることができた。

【評価資料】
学習や活動状況等による評価

「学年オリエンテーション」
「学部オリエンテーション」
（4月）

・職員の名前を知る。
・自己紹介をする。
・職業班について確認する。
・年間行事計画を確認する。

(知及技）実習を通して経験したことをふり返り、自
ら課題を設定したり、解決したりするために必要な
知識及び技能を身に付けることができる。
(思判表力)自らの課題や解決策を設定するために
適切な情報を収集、整理、分析を行い、表現をする
ことができる。
(学･人)社会的・職業的自立に向けて自己実現を
図ろうとする態度を養う。

(知・技）実習を通して経験したことをふり返り、自ら
課題を設定したり、解決したりするために必要な知
識及び技能を身に付けることができた。
(思・判・表)自らの課題や解決策を設定するために
適切な情報収集、整理、分析を行い、表現すること
ができた。
(主学)社会的・職業的自立に向けて自己実現を図
ろうとする態度を身に付けることができた。

【評価資料】
実習のしおり、発表会の状況観察等による評価

「前期就業体験実習事前学習」
（５月）
「前期就業体験実習事後学習・
報告会」（6月）

・自身の現状を踏まえ、前期実習に
おける目標を設定し、具体的な目
標達成方法を考える。
・実習先や交通手段、持ち物等につ
いて確認するとともに、実習生とし
ての態度や言葉遣いについて確認
する。
・前期実習についてまとめ、今後の
課題や改善策について考え、実行
する。
・実習内容をまとめ、発表する。
・実習報告を聞き、自身の進路選択
の参考にする。

(知及技）現在の学習と将来の社会・職業生活との
つながりを考えるために、必要な知識及び技能を
身に付けることができる。
(思判表力)働くことや社会に貢献することについ
て、適切な情報を得ながら考え、自己の将来像を描
くとともに進路の選択肢を広げることができる。
(学･人)将来の生き方を描き、現在の生活や学習
の在り方を振り返るとともに、働くことと学ぶことの
意義を意識し、社会的・職業的自立に向けて自己
実現を図ろうとする態度を養う。

(知・技）現在の学習と将来の社会・職業生活とのつ
ながりを考えるために、必要な知識及び技能を身に
付けることができた。
(思・判・表)働くことや社会に貢献することについ
て、適切な情報を得ながら考え、自己の将来像を描
くとともに進路の選択肢を広げることができた。
(主学)将来の生き方を描き、現在の生活や学習の
在り方を振り返るとともに、働くことと学ぶことの意
義を意識し、社会的・職業的自立に向けて自己実
現を図ろうとする態度を養うことができた。

【評価資料】
学習や活動の状況およびワークシート等の記述内
容に基づいて評価

「卒業生進路講話」（9月） ・卒業生進路講話を聞き、自身の進
路選択の参考にする。
・ワークシートに講義内容をまとめ、
卒業後について記入する。
･自分について考えたり、働く目的
と意義について学ぶ。(キャリアパス
ポート）

(知及技）校外における集団生活の在り方や社会生
活上のルール、公衆道徳などについて理解し、必要
な行動の仕方を身に付けることができる。
(思判表力)日常とは異なる生活環境の中での集団
生活の在り方や公衆道徳について考え、学校生活
や学習活動の成果を活用するよう考えることがで
きる。
(学･人)日常とは異なる環境や集団生活において、
自然や文化・社会に親しみ、新たな視点から学校生
活や学習活動の意義を考えようとする態度を養う。

(知・技）校外における集団生活の在り方や社会生
活上のルール、公衆道徳などについて理解し、必要
な行動の仕方を身に付けることができた。
(思・判・表)日常とは異なる生活環境の中での集団
生活の在り方や公衆道徳について考え、学校生活
や学習活動の成果を活用するよう考えることがで
きた。
(主学)日常とは異なる環境や集団生活において、
自然や文化・社会に親しみ、新たな視点から学校生
活や学習活動の意義を考えようとする態度を養う
ことができた。

【評価資料】
学習や活動状況等の観察による評価
しおり等の記述内容に基づいて評価

「生活探究の時間」（９月） ・公共施設を利用し、社会生活上の
ルールや公衆道徳などについて理
解し、適切な行動について考え、実
践する。
・日頃の学習活動の成果を活用し
ながら集団行動を行い、新たな視
点から学習活動の意義を考える。
・しおりに学習した内容を記入す
る。

(知及技）協力し合ったり、自分から進んで取り組む
ことで経験を広げ社会性を身に付けることができ
る。
(思判表力)同じ社会に生きる人間として、互いを正
しく理解し、共に助け合い支え合って生きていくこ
とについて考え、学校生活や学習活動の成果を活
用するよう考えることができる。
(学･人)相互に互いの人格と個性を認め尊重し合
いながら協働して生活していく態度を養う。

(知・技）協力し合ったり、自分から進んで取り組む
ことで経験を広げ社会性を身に付けることができ
た。
(思・判・表)同じ社会に生きる人間として、互いを正
しく理解し、共に助け合い支え合って生きていくこ
とについて考え、学校生活や学習活動の成果を活
用するよう考えることができた。
(主学)相互に互いの人格と個性を認め尊重し合い
ながら協働して生活していく態度を養うことができ
た。

【評価資料】
学習や活動状況等の観察による評価

「他校との交流会」（１０月） ・自己紹介を行う。
・レクレーションを通して互いに理
解を深め、ともに協力し合いながら
交流を深める。

(知及技）実習を通して経験したことをふり返り、自
ら課題を設定したり、解決したりするために必要な
知識及び技能を身に付けることができる。
(思判表力)自らの課題や解決策を設定するために
適切な情報を収集、整理、分析を行い、表現をする
ことができる。
(学･人)社会的・職業的自立に向けて自己実現を
図ろうとする態度を養う。

(知・技）実習を通して経験したことをふり返り、自ら
課題を設定したり、解決したりするために必要な知
識及び技能を身に付けることができた。
(思・判・表)自らの課題や解決策を設定するために
適切な情報収集、整理、分析を行い、表現すること
ができた。
(主学)社会的・職業的自立に向けて自己実現を図
ろうとする態度を身に付けることができた。

【評価資料】
実習のしおり、発表会の状況観察等による評価

「後期就業体験実習事前学習」
（10月）
「後期就業体験実習事後学習・
報告会」（11月）

・自身の現状を踏まえ、前期実習に
おける目標を設定し、具体的な目
標達成方法を考える。
・実習先や交通手段、持ち物等につ
いて確認するとともに、実習生とし
ての態度や言葉遣いについて確認
する。
・前期実習についてまとめ、今後の
課題や改善策について考え、実行
する。
・実習内容をまとめ、発表する。
・先輩の実習報告を聞き、自身の進
路選択の参考にする。

1
学
期

10

２
学
期

19

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技)探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究の意義や
価値を理解するようにする。
(思判表力)実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめて
実現することができるようにする。
(学･人)探究に主体的・協同的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造し、よりよい社会を実現しよ
うとする態度を養う。

令和７年度　高等部３年Ⅱ課程 （産業コース）総合的な探究の時間　年間指導計画

1/35 高等部３年Ⅱ課程（産業コース）

単位数
／配当時数 児童生徒 担当者



３
学
期

6

(知及技）校外における集団生活の在り方や社会生
活上のルール、公衆道徳などについて理解し、必要
な行動の仕方を身に付けることができる。
(思判表力)日常とは異なる生活環境の中での集団
生活の在り方や公衆道徳について考え、学校生活
や学習活動の成果を活用するよう考えることがで
きる。
(学･人)日常とは異なる環境や集団生活において、
自然や文化・社会に親しみ、新たな視点から学校生
活や学習活動の意義を考えようとする態度を養う。

(知・技）校外における集団生活の在り方や社会生
活上のルール、公衆道徳などについて理解し、必要
な行動の仕方を身に付けることができた。
(思・判・表)日常とは異なる生活環境の中での集団
生活の在り方や公衆道徳について考え、学校生活
や学習活動の成果を活用するよう考えることがで
きた。
(主学)日常とは異なる環境や集団生活において、
自然や文化・社会に親しみ、新たな視点から学校生
活や学習活動の意義を考えようとする態度を養う
ことができた。

【評価資料】
学習や活動状況等の観察による評価
しおり等の記述内容に基づいて評価

「生活探究の時間」（2月） ・公共施設を利用し、社会生活上の
ルールや公衆道徳などについて理
解し、適切な行動について考え、実
践する。
・日頃の学習活動の成果を活用し
ながら集団行動を行い、新たな視
点から学習活動の意義を考える。
・しおりに学習した内容を記入す
る。

総時数 35



学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(学校行事(１))
学校生活に有意義な変化や折り目を
付け、厳粛で清新な気分を味わい、
新しい生活の展開への動機付けとな
るようにすることができる。
(学校行事(3))
心身の健全な発達や健康の保持増
進、事件や事故、災害等から身を守る
安全な行動や規律ある集団行動の体
得、運動に親しむ態度の育成、責任
感や連帯感の涵養、体力の向上など
に資するようにすることができる。

(学校行事(１))
学校生活に有意義な変化や折り目を
付け、厳粛で清新な気分を味わい、新
しい生活の展開への動機付けとなるよ
うにすることができた。
(学校行事(3))
心身の健全な発達や健康の保持増
進、事件や事故、災害等から身を守る
安全な行動や規律ある集団行動の体
得、運動に親しむ態度の育成、責任感
や連帯感の涵養、体力の向上などに
資するようにすることができた。
【評価資料】学習や活動の状況などの
観察による評価やワークシート等の記
述内容に基づいて評価を行う。

単元１「厳粛な場における規律と行
動」
単元２「健康の保持と増進」
単元３「事故から身の安全を守る」

・就任式
・１学期始業式
・1学期終業式
・内科検診
・心電図検査
・耳鼻科検診
・交通安全指導
・歯科検診
・身体測定

（生徒会活動(1)）
主体的に組織をつくり、役割を分担
し、計画を立て、学校生活の課題を見
いだし解決するために話し合い、合意
形成を図り実践することができる。
（生徒会活動(2)）
生徒会の組織を活用して、計画の一
部を担当したり、運営に主体的に協力
したりすることができる。

（生徒会活動(1)）
主体的に組織をつくり、役割を分担
し、計画を立て、学校生活の課題を見
いだし解決するために話し合い、合意
形成を図り実践することができた。
（生徒会活動(2)）
生徒会の組織を活用して、計画の一
部を担当したり、運営に主体的に協力
したりすることができた。
【評価資料】学習や活動の状況などの
観察による評価やワークシート等の記
述内容に基づいて評価を行う。

単元１「学校行事への協力」
単元２「生徒会の組織づくりと生
徒会活動の計画や運営」

・新入生歓迎会
・生徒総会
・学部集会

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技)多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し、行動の仕方を身に付け
るようにする。
(思判表力)集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い，合意形成を図ったり、意思決定したりする
ことができるようにする。
(学･人)自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、主体的に集団や社会に参画し、生活及び人間関係をより
よく形成するとともに、人間としての在り方生き方についての自覚を深め、自己実現を図ろうとする態度を養う。

1
学
期

12

令和７年度　高等部３年Ⅱ課程 （産業コース）　特別活動　年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒 担当者

1/35 高等部３年Ⅱ課程　 （産業コース）

（ホームルーム活動(１)イ）
ホームルーム生活の充実や向上のた
め、生徒が主体的に組織をつくり、役
割を自覚しながら仕事を分担して、協
力し合い実践することができる。
(ホームルーム活動(2)ア)
自他の個性を理解して尊重し、互い
のよさや可能性を発揮し、コミュニ
ケーションを図りながらよりよい集団
生活をつくることができる。
（ホームルーム活動（２）オ）
節度ある健全な生活を送るなど現在
及び生涯にわたって心身の健康を保
持増進することや、事件や事故、災害
等から身を守り安全に行動すること
ができる。
(ホームルーム活動(3)ア)
現在及び将来の生活や学習と自己実
現とのつながりを考えたり、社会的・
職業的自立の意義を意識したりしな
がら、学習の見通しを立て、振り返る
ことができる。
(ホームルーム活動（３）イ)
自主的に学習する場としての学校図
書館等を活用し、自分にふさわしい学
習方法や学習習慣を身に付けること
ができる。

（ホームルーム活動(１)イ）
ホームルーム生活の充実や向上のた
め、生徒が主体的に組織をつくり、役
割を自覚しながら仕事を分担して、協
力し合い実践することができた。
(ホームルーム活動(2)ア)
自他の個性を理解して尊重し、互いの
よさや可能性を発揮し、コミュニケー
ションを図りながらよりよい集団生活
をつくることができた。
（ホームルーム活動（２）オ）
節度ある健全な生活を送るなど現在
及び生涯にわたって心身の健康を保
持増進することや、事件や事故、災害
等から身を守り安全に行動することが
できた。
(ホームルーム活動(3)ア)
現在及び将来の生活や学習と自己実
現とのつながりを考えたり、社会的・職
業的自立の意義を意識したりしなが
ら、学習の見通しを立て、振り返ること
ができた。
(ホームルーム活動（３）イ)
自主的に学習する場としての学校図
書館等を活用し、自分にふさわしい学
習方法や学習習慣を身に付けること
ができる。
【評価資料】学習や活動の状況などの
観察による評価やワークシート等の記
述内容に基づいて評価を行う。

単元１「学校生活と社会的自立の
意義」
単元２「自他の個性の理解と尊重」
単元３「組織づくりや役割の自覚」

・学年オリエンテーション
・学部オリエンテーション
・学校探検
・自己理解と他者理解
・1学期の目標設定
・係決め
・キャリア教育
・食育（給食における衛生管理）
・学年レク
・前期就業体験実習に向けて
・平和学習
・1学期の振り返り



(学校行事(１))
学校生活に有意義な変化や折り目を
付け、厳粛で清新な気分を味わい、
新しい生活の展開への動機付けとな
るようにすることができる。
（学校行事（２））
平素の学習活動の成果を発表し、自
己の向上の意欲を一層高めたり、文
化や芸術に親しんだりするようにする
ことができる。
(学校行事(3))
心身の健全な発達や健康の保持増
進、事件や事故、災害等から身を守る
安全な行動や規律ある集団行動の体
得、運動に親しむ態度の育成、責任
感や連帯感の涵養、体力の向上など
に資するようにすることができる。

(学校行事(１))
学校生活に有意義な変化や折り目を
付け、厳粛で清新な気分を味わい、新
しい生活の展開への動機付けとなるよ
うにすることができた。
（学校行事（２））
平素の学習活動の成果を発表し、自
己の向上の意欲を一層高めたり、文
化や芸術に親しんだりするようにする
ことができた。
(学校行事(3))
心身の健全な発達や健康の保持増
進、事件や事故、災害等から身を守る
安全な行動や規律ある集団行動の体
得、運動に親しむ態度の育成、責任感
や連帯感の涵養、体力の向上などに
資するようにすることができた。
【評価資料】学習や活動の状況などの
観察による評価やワークシート等の記
述内容に基づいて評価を行う。

単元１「新たな生活への自覚と気
品ある行動」
単元２「文化や芸術に親しむ」
単元３「非常時（事件や災害）にお
ける身の守り方」

・2学期始業式
・２学期終業式
・芸術鑑賞会
・総合避難訓練①
・総合避難訓練②

（生徒会活動(1)）
主体的に組織をつくり、役割を分担
し、計画を立て、学校生活の課題を見
いだし解決するために話し合い、合意
形成を図り実践することができる。

（生徒会活動(1)）
主体的に組織をつくり、役割を分担
し、計画を立て、学校生活の課題を見
いだし解決するために話し合い、合意
形成を図り実践することができた。
【評価資料】学習や活動の状況などの
観察による評価やワークシート等の記
述内容に基づいて評価を行う。

単元「組織づくりや役割の自覚」 ・学部集会

(学校行事(１))
学校生活に有意義な変化や折り目を
付け、厳粛で清新な気分を味わい、
新しい生活の展開への動機付けとな
るようにすることができる。
(学校行事(3))
心身の健全な発達や健康の保持増
進、事件や事故、災害等から身を守る
安全な行動や規律ある集団行動の体
得、運動に親しむ態度の育成、責任
感や連帯感の涵養、体力の向上など
に資するようにすることができる。
（学校行事（５）)
勤労の尊さや想像することの喜びを
体得し、就業体験活動などの勤労観・
職業観の形成や進路の選択決定など
に資する体験が得られるようにすると
ともに、共に助け合って生きることの
喜びを体得し、ボランティア活動など
の社会奉仕の精神を養う体験が得ら
れるようにすることができる。

(学校行事(１))
学校生活に有意義な変化や折り目を
付け、厳粛で清新な気分を味わい、新
しい生活の展開への動機付けとなるよ
うにすることができた。
(学校行事(3))
心身の健全な発達や健康の保持増
進、事件や事故、災害等から身を守る
安全な行動や規律ある集団行動の体
得、運動に親しむ態度の育成、責任感
や連帯感の涵養、体力の向上などに
資するようにすることができた。
（学校行事（５））
勤労の尊さや想像することの喜びを体
得し、就業体験活動などの勤労観・職
業観の形成や進路の選択決定などに
資する体験が得られるようにするとと
もに、共に助け合って生きることの喜
びを体得し、ボランティア活動などの
社会奉仕の精神を養う体験が得られ
るようにすることができた。
【評価資料】学習や活動の状況などの
観察による評価やワークシート等の記
述内容に基づいて評価を行う。

単元１「新たな生活への希望や意
欲」
単元２「防災」
単元３「社会貢献」

・3学期始業式
･高等部卒業式
・総合避難訓練③
・生産物販売会

２
学
期

14

（ホームルーム活動(１)ア）
ホームルームや学校における生活を
向上・充実させるための課題を見い
だし、解決するために話し合い、合意
形成を図り、実践することができる。
(ホームルーム活動(2)イ)
男女相互について理解するとともに、
共に協力し尊重し合い、充実した生活
づくりに参画することができる。
（ホームルーム活動(2)エ）
心や体に関する正しい理解を基に、
適切な行動をとり、悩みや不安に向き
合い乗り越えようとすることができ
る。
（ホームルーム活動（２）オ）
節度ある健全な生活を送るなど現在
及び生涯にわたって心身の健康を保
持増進することや、事件や事故、災害
等から身を守り安全に行動すること
ができる。
(ホームルーム活動(3)ウ)
社会の一員としての自覚や責任をも
ち、社会生活を営む上で必要なマ
ナーやルール、働くことや社会に貢献
することについて考えて行動すること
ができる。

（ホームルーム活動(１)ア）
ホームルームや学校における生活を向
上・充実させるための課題を見いだ
し、解決するために話し合い、合意形
成を図り、実践することができた。
(ホームルーム活動(2)イ)
男女相互について理解するとともに、
共に協力し尊重し合い、充実した生活
づくりに参画することができた。
（ホームルーム活動(2)エ）
心や体に関する正しい理解を基に、適
切な行動をとり、悩みや不安に向き合
い乗り越えようとすることができた。
（ホームルーム活動（２）オ）
節度ある健全な生活を送るなど現在
及び生涯にわたって心身の健康を保
持増進することや、事件や事故、災害
等から身を守り安全に行動することが
できた。
(ホームルーム活動(3)ウ)
社会の一員としての自覚や責任をも
ち、社会生活を営む上で必要なマナー
やルール、働くことや社会に貢献する
ことについて考えて行動することがで
きた。

【評価資料】学習や活動の状況などの
観察による評価やワークシート等の記
述内容に基づいて評価を行う。

単元１「学校生活上の諸問題の解
決」
単元２「男女相互の理解と協力」
単元３「悩みや不安への向き合い
方」

・自己理解と他者理解
・2学期の目標設定
・係決め
・キャリア教育
・食育
・防災教育
・安全教育
・1日生活探究に向けて
・後期就業体験実習に向けて
・交流及び共同学習に向けて
・世界エイズデーについて
・2学期の振り返り



（生徒会活動(1)）
主体的に組織をつくり、役割を分担
し、計画を立て、学校生活の課題を見
いだし解決するために話し合い、合意
形成を図り実践することができる。
（生徒会活動(2)）
生徒会の組織を活用して、計画の一
部を担当したり、運営に主体的に協力
したりすることができる。

（生徒会活動(1)）
主体的に組織をつくり、役割を分担
し、計画を立て、学校生活の課題を見
いだし解決するために話し合い、合意
形成を図り実践することができた。
（生徒会活動(2)）
生徒会の組織を活用して、計画の一
部を担当したり、運営に主体的に協力
したりすることができた。
【評価資料】学習や活動の状況などの
観察による評価やワークシート等の記
述内容に基づいて評価を行う。

単元１「学校生活の充実と向上」
単元２「学校行事の充実と向上」

・生徒会役員選挙
・生徒会役員任命式
・3年生を送る会

総時数 35

9

（ホームルーム活動(１)ウ）
生徒会などホームルームの枠を超え
た多様な集団における活動や学校行
事を通して学校生活の向上を図るた
め、ホームルームとしての提案や取組
を話し合って決めることができる。
(ホームルーム活動(2)イ)
男女相互について理解するとともに、
共に協力し尊重し合い、充実した生活
づくりに参画することができる。
(ホームルーム活動(２)ウ)
我が国と他国の文化や生活習慣など
について理解し、よりよい交流の在り
方を考えるなど、共に尊重し合い、主
体的に国際社会に生きる日本人とし
ての在り方生き方を探求しようとする
ことができる。
（ホームルーム活動(2)オ）
節度ある健全な生活を送るなど現在
及び生涯にわたって心身の健康を保
持増進することや、事件や事故、災害
等から身を守り安全に行動すること
ができる。
(ホームルーム活動(3)エ)
適性やキャリア形成などを踏まえた教
科・科目を選択することなどについ
て、目標をもって、在り方生き方や進
路に関する適切な情報を収集・整理
し、自己の個性や興味・関心と照らし
て考えることができる。

（ホームルーム活動(１)ウ）
生徒会などホームルームの枠を超えた
多様な集団における活動や学校行事
を通して学校生活の向上を図るため、
ホームルームとしての提案や取組を話
し合って決めることができた。
(ホームルーム活動(2)イ)
男女相互について理解するとともに、
共に協力し尊重し合い、充実した生活
づくりに参画することができた。
(ホームルーム活動(２)ウ)
我が国と他国の文化や生活習慣など
について理解し、よりよい交流の在り
方を考えるなど、共に尊重し合い、主
体的に国際社会に生きる日本人として
の在り方生き方を探求しようとするこ
とができた。
（ホームルーム活動(2)オ）
節度ある健全な生活を送るなど現在
及び生涯にわたって心身の健康を保
持増進することや、事件や事故、災害
等から身を守り安全に行動することが
できた。
(ホームルーム活動(3)エ)
適性やキャリア形成などを踏まえた教
科・科目を選択することなどについて、
目標をもって、在り方生き方や進路に
関する適切な情報を収集・整理し、自
己の個性や興味・関心と照らして考え
ることができた。
【評価資料】学習や活動の状況などの
観察による評価やワークシート等の記

3
学
期

単元１「国際理解」
単元２「規律ある習慣の確立」
単元３「進路選択と将来設計」

・自己理解と他者理解
・３学期の目標設定
・係決め
・キャリア教育
・他国の文化や生活習慣
・食育
・安全教育
・1日生活探究に向けて
・３学期の振り返り



学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

①生活リズムや生活習慣を身につけること
ができる。(健（１))
②病気の状態の理解と生活習慣について理
解できる。(健（２))
③身体各部の状態の理解と養護について理
解することができる。(健（３))
④障害の特性の理解と生活環境の調整を図
ることができる。(健（４))
⑤健康状態の維持・改善について理解する
ことができる。(健（５))

・生活リズムや生活習慣の習得に取り組む
ことができた。
・病気の状態の理解や生活習慣について理
解できた。
・身体各部の状態の理解と養護について理
解できた。
・障害特性の理解と生活環境の調整につい
て理解できた。
・健康状態の維持・改善について理解でき
た。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りとで評価する。

①情緒の安定を図ることができる。(心
(１))
②状況の理解と変化への対応ができる。(心
(２))
③障害による学習上又は生活上の困難を改
善・克服する意欲について理解することが
できる。(心(３))

・情緒の安定を図ることができた。
・状況の理解と変化への対応ができた。
・障害による学習上又は生活上の困難を改
善・克服について理解できた。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りとで評価する。

①他者とのかかわりの基礎について理解で
きる。(人（１))
②他者の意図や感情について理解できる。
(人（２))
③自己の理解と行動の調整について理解で
きる。(人（３))
④集団への参加について理解できる。(人
（４))

・他者とのかかわりの基礎について理解で
きた。
・他者の意図や感情について理解できた。
・自己の理解と行動の調整について理解で
きた。
・集団への参加について理解できた。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りとで評価する。

①保有する感覚の活用について理解でき
る。(環（１))
②感覚や認知の特性について理解できる。
(環（２))
③感覚の補助及び代行手段の活用について
理解できる。(環（３))
④感覚を総合的に活用した周囲の状況に応
じた行動について理解できる。(環（４))
⑤認知や行動の手掛かりとなる概念の形成
について理解できる。(環（５))

・保有する感覚の活用について理解でき
た。
・感覚や認知の特性について理解できた。
・感覚の補助及び代行手段の活用について
理解できた。
・感覚を総合的に活用した周囲の状況に応
じた行動について理解できた。
・認知や行動の手掛かりとなる概念の形成
について理解できた。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りとで評価する。

①姿勢と運動・動作の基本的技能について
理解できる。(身(１))
②姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活
用について理解できる。(身(２))
③日常生活に必要な基本動作について理解
できる。(身(３))
④身体の移動能力について理解できる。(身
(４))
⑤作業に必要な動作と円滑な遂行について
理解できる。(身(５))

・姿勢と運動・動作の基本的技能について
理解できた。
・姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活
用について理解できた。
・日常生活に必要な基本動作について理解
できた。
・身体の移動能力について理解できた。
・作業に必要な動作と円滑な遂行について
理解できた。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りとで評価する。

①コミュニケーションの基礎的能力につい
て理解できる。(コ（１))
②言語の受容と表出について理解できる。
(コ（２))
③言語の形成と活用について理解できる。
(コ（３))
④コミュニケーション手段の選択と活用に
ついて理解できる。(コ（４))
⑤状況に応じたコミュニケーションついて
理解できる。(コ（５))

・コミュニケーションの基礎的能力につい
て理解できた。
・言語の受容と表出について理解できた。
・言語の形成と活用について理解できた。
・コミュニケーション手段の選択と活用に
ついて理解できた。
・状況に応じたコミュニケーションついて
理解できた。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りとで評価する。

総時数 35

1/35 高等部３年Ⅱ課程 (産業コース)

令和７年度　高等部３年Ⅱ課程（ 産業コース ）　自立活動　年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒 担当者

３
学
期

9

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

・個々の生徒が自立を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服するために必要な知能、
技能、態度及び習慣を養い、もって心身の調和的発達の基盤を培う。

1
学
期

12

２
学
期

14

※自立活動指導目標・指導内容設定シートを
  もとに個々の年間目標を定め、指導内容や
  活動内容を設定する。


